
議案第１号 

 

   投票率の速報方法について 

 

 県執行選挙の投票日における投票率の速報については、これまでは当日投票分につ

いて「中間推計投票率」として定時速報し、期日前投票者等は確定投票率公表時に合

算する運用を行ってきたところ、期日前投票者数が大きく増えている現状を踏まえ、

今後の取扱いを次のとおりとする。 

 

１ 当日投票の第一回中間推計投票率の速報にあわせて、期日前の投票率（期日前

投票者数を当日有権者数で除したもの）を速報する。 

 

２ この運用は、全ての県執行選挙に適用する。 

 

令和６(2024)年７月 17日提出 

 

栃木県選挙管理委員会委員長 金 田 尊 男  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



期日前投票分 当日＋期日前投票分

区分 男（％） 女（％） 計（％） （％） 計（％）

宇都宮市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

足利市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

栃木市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

佐野市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

鹿沼市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

日光市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

小山市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

当日投票分

栃木県選挙管理委員会

投票中間速報

栃木県知事選挙

【令和6年〇月〇日】

投票中間速報

令和6年〇月〇日 〇〇:〇〇 現在

投票率の速報方法について

区分 男（％） 女（％） 計（％）

宇都宮市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

足利市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

栃木市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

佐野市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

鹿沼市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

日光市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

小山市 ○○.○○ ○○.○○ ○○.○○

投票中間速報

【令和6年〇月〇日】

令和6年〇月〇日 〇〇:〇〇 現在

栃木県選挙管理委員会

投票中間速報

栃木県知事選挙

… …

項目追加

【現行】 【改正案】

【方針案】 「中間推計投票率」の速報について、当日投票率に加え、
期日前投票を含めた投票率を速報する

県執行選挙（衆、参、知事、県議）に適用

結果：市町異論なし
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議案第２号 

 

   開票開始時刻について 

 

 県執行選挙に係る公職選挙法第 64 条により市町選挙管理委員会が告示することと

されている開票開始時刻については、これまで同法第 40 条第１項本文の規定により

投票所閉鎖時刻である午後８時以降として一律に適用してきたところ、同項ただし書

きの規定により投票所閉鎖時刻を繰り上げる市町選挙管理委員会が増えてきたこと

から、今後の取扱いを次のとおりとする。 

 

１ 市町選挙管理委員会は、同一選挙区の全ての市町において投票所が閉鎖される

時刻以降であれば、午後８時を待たずに開票を開始することができる。 

 

２ この運用は、県執行選挙のうち、知事選挙、県議会議員選挙に適用することと

し、国政選挙については当面の間、現行どおりとする。 

 

３ 上記に伴う開票速報時刻については、選挙ごとに定める。 

 

令和６(2024)年７月 17日提出 

 

栃木県選挙管理委員会委員長 金 田 尊 男  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



開票開始時刻について

【現行】 【改正案】

【方針案】
開票開始時刻について、全市町一律ではなく、
選挙区単位で判断する

県執行選挙のうち知事、県議に適用

（例）投票所閉鎖時刻が A投票所：１８時 B投票所：１９時 の場合

○開票開始時刻

○開票中間速報時刻

一律２０時以降
開票開始

１９時以降開票開始
（選挙区単位で判断）

第一報：２２時０３分 第一報：２１時０３分

※複数選挙区である県議選については次回県議選までに検討

※

結果：市町異論なし



R1参 R2知事 R3衆 R4参 R5県議

830 830 828 823 802

18時より前 0 1 1 1 1

18時 84 165 172 236 223

19時 86 192 316 513 578

20時 660 472 339 73 0

20.48% 43.13% 59.06% 91.13% 100.00%繰上率

全投票所数

閉鎖時刻

＜県内投票所繰上率の推移＞



 

 

栃木県選挙管理委員会規程の一部改正について 
 
 

令和６(2024)年７月 
 
 

１ 改正の趣旨 

  選挙管理委員会の会議について、オンラインによる方法による参加を出席とする等のた

め、栃木県選挙管理委員会規程（昭和23年栃木県選挙管理委員会告示第87号）の改正をす

るものである。 

 

 

２ 改正の概要 

① 委員の会議へのオンラインによる方法による参加を出席とすること 

② 会議は原則として公開とすること 

③ その他所要の改正を行うこと 

 

 

３ 施行期日 

  告示の日 

 
 
４ その他 
  栃木県選挙管理委員会規程の一部改正に伴い、「栃木県選挙管理委員会の傍聴に関する
規程」及び「栃木県選挙管理委員会のオンライン開催に関する運営要領」を制定するもの
とする。 

0272141
テキストボックス
資料１
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○栃木県選挙管理委員会規程の一部改正 

 

栃木県選挙管理委員会告示第 号                                   

 栃木県選挙管理委員会規程の一部を改正する告示を次のように定める。 

  令和６年 月  日                                        

                      栃木県選挙管理委員会委員長  金  田   尊  男   

栃木県選挙管理委員会規程の一部を改正する告示 

 栃木県選挙管理委員会規程（昭和23年栃木県選挙管理委員会告示第87号）の一部を次のように改正する。       

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

改   正   後 改   正   前 

  第２章 会議 

第４条 委員会は、定例会及び臨時会とする。 

  定例会は、毎月１回開催する。また、その日に

会議に付議すべき事項がないときは、定例会を開

催しないことができる。 

  臨時会は、委員長が必要と認めたとき又は委員

から請求があったときに開催する。 

  委員会の招集は、委員に対する告知によりこれ

を行う。 

  前項の告知には、委員会招集の日時、場所及び

議題を附記しなければならない。 

 

第４条の２ 会議は公開とする。ただし、委員の発

議により出席委員の過半数で議決したときは、非

公開とすることができる。 

 

第４条の３ 傍聴の手続きその他会議の傍聴に関し

必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

第４条の４ 委員長は、委員がやむを得ない事由に

より会議の場所に参集することが困難な場合は、

映像と音声の送受信により相手の状態を相互に認

識しながら通話をすることができる方法（以下こ

の条において「オンラインによる方法」とい

う。）によって、委員会に参加させることができ

る。 

 委員が前項の規定により参加しようとするとき

は、委員長の許可を得なければならない。 

 第１項の規定によりオンラインによる方法に

よって参加する委員は、地方自治法及びこの規程

の適用については、委員会に出席しているものと

する。 

 第１項の規定によりオンラインによる方法に

よって参加する委員がある場合における委員会の

運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

第５条 委員改選後に初めて委員会を招集する場合

においては、地方自治法第 188 条の規定による委

員長の職務は、書記長がこれを行うものとする 

第２章 会議 

第４条 委員会は、定例会及び臨時会とする。 

  定例会は、毎月１回開催する。 

  臨時会は、委員長が必要と認めたとき又は委員

から請求があったときに開催する。 

  委員会の招集は、委員に対する告知によりこれ

を行う。 

  前項の告知には、委員会招集の日時、場所及び

議題を附記しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５条 委員改選後に初めて委員会を招集する場合

においては、地方自治法第188条の規定による委

員長の職務は、書記長がこれを行うものとする 
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附 則 

この規程は、告示の日から施行する。 

 

 

第６条 委員会に出席することのできない事情があ

る委員は、開会時刻前に委員長にその旨を届け出

なければならない。 

 

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、知

事又は関係のある職員の出席を求め、その説明を

聞くものとする。 

 

第８条 委員長は、書記をして会議録を調製し、会

議の次第及び出席委員の氏名を記載させなければ

ならない。 

 

第９条 地方自治法及び本章に規定するものの外、

委員会の開閉、議案の審査、議決等委員会の議事

に関しては、県の議会会議一般の例による。 

 

 

 

第６条 委員会に出席することのできない事情があ

る委員は、開会時刻前に委員長にその旨を届け出

なければならない。 

 

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、知

事又は関係のある職員の出席を求め、その説明を

聞くものとする。 

 

第８条 委員長は、書記をして会議録を調製し、会

議の次第及び出席委員の氏名を記載させなければ

ならない。 

 

第９条 地方自治法及び本章に規定するものの外、

委員会の開閉、議案の審査、議決等委員会の議事

に関しては、県の議会会議一般の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

栃木県選挙管理委員会の傍聴に関する規程の制定について 
 
 

令和６(2024)年７月 
 
 

１ 制定の趣旨 

  選挙管理委員会の会議を公開することに併せて、傍聴の手続き等を明らかにするため、

栃木県選挙管理委員会規程の改正と同時に新たに定めるものである。 

 

 

２ 概要 

傍聴の手続き、定員、傍聴人の遵守事項その他必要事項について定める。 

 

 

３ 施行期日 

  告示の日 

 



栃木県選挙管理委員会の傍聴に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は、栃木県選挙管理委員会規程(昭和23年栃木県選挙管理委員会告示第

87号)第４条の３に規定する委員会の会議(以下「会議」という。)の傍聴に関し必要な

事項を定めるものとする。 

 

(傍聴の手続) 

第２条 会議を傍聴しようとする者は、自己の氏名、住所を受付簿に記入して、入場しな

ければならない。 

 

(傍聴人の定員) 

第３条 傍聴をすることができる者(以下「傍聴人」という。)の定員は、５人とする。た

だし、委員長が必要と認める場合は、傍聴人の数を変更することができる。 

２ 前条第１項及び前項の規定にかかわらず、報道機関に所属する者で、委員長が必要と

認めるものには、次条第１項各号に掲げる場合を除き傍聴を許可することができる。 

 

 (傍聴の許可等) 

第４条 委員長は、次のいずれかに該当する場合を除き、委員会の傍聴を許可するものと

する。 

(１)  栃木県情報公開条例第７条各号に定める情報に該当するものと認められる事項を

審議する場合 

(２)  委員会があらかじめ会議を非公開とする決定をした場合 

(３)  傍聴を許可することにより、委員会の公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生

じると認められる場合 

２ 傍聴人は、委員会が会議を非公開とする決定をしたときは、速やかに退場しなければ

ならない。 

 

(会議の傍聴をすることができない者) 

第５条 次のいずれかに該当する者は、会議の傍聴をすることができない。 

(１) 銃器、棒その他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれのある物を携帯してい

る者 

(２) 張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼり、垂れ幕の類を携帯している者 

(３) はち巻、腕章、たすき、ゼッケン、ヘルメットの類を着用し、又は携帯している     

  者 

(４) ラジオ、拡声器、無線機、録音機、写真機、映写機の類を携帯している者（第６

条の規定により、撮影又は録音することにつき委員長の許可を得た者を除く。） 

(５) 笛、ラッパ、太鼓その他楽器の類を携帯している者 



(６) 酒気を帯びていると認められる者 

(７) 前各号に掲げる者のほか、会議を妨害し、又は議事運営に支障となるおそれがあ

ると認められる者 

 

(傍聴人の遵守事項) 

第６条 傍聴人は、静粛を旨とし、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(１) 会議における言論に対して、拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこ

と。  

(２) 大声を発する等騒ぎ立てないこと。 

(３) 示威的行為をしないこと。 

(４) 議事の妨害となるような携帯電話等の通信機器類は使用しないこと。 

(５) 飲食し、又は喫煙をしないこと。 

(６) みだりに席を離れないこと。 

(７) 不体裁な行為又は他人に迷惑となる行為はしないこと。 

(８) その他議場の秩序を乱し、又は議事の妨害となるような行為をしないこと。 

 

(写真、映画等の撮影等の禁止) 

第７条 傍聴人は、会議の場所において、写真、映画等を撮影し、又は録画、録音、通信

等を行ってはならない。ただし、特に委員長の許可を得たときは、この限りでない。 

 

(係員の指示) 

第８条 傍聴人は、係員の指示に従わなければならない。 

 

(違反に対する措置) 

第９条 傍聴人がこの規程に違反するときは、委員長はこれを制止し、その命令に従わな

いときは、これを退場させることができる。 

 

 

 

 

附則 

この要綱は、告示の日から適用する 

 



 

 

栃木県選挙管理委員会のオンライン開催に関する運営要領の制定について 
 
 

令和６(2024)年７月 
 
 

１ 制定の趣旨 

  選挙管理委員会の会議について、オンラインによる方法によって会議を実施するため、

栃木県選挙管理委員会規程の改正に伴いオンライン開催に関する運営要領について新た

に定めるものである。 

 

 

２ 概要 

オンライン出席委員の手続き、オンライン出席委員の責務、通信障害時の取扱いその他

必要事項について定める。 

 

 

３ 施行期日 

  告示の日 

 



栃木県選挙管理委員会のオンライン開催に関する運営要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、栃木県選挙管理委員会規程（昭和23年栃木県選挙管理委員会告示第

87号）第４条の４の規定に基づき、オンラインにより委員会に参加（以下「オンライン

出席」という。）する委員がある場合における委員会の運営に関し必要な事項を定める

ものとする。 

 

（オンライン出席の手続き） 

第２条 オンライン出席をしようとする委員は、開会時刻前に委員長にその旨を届け出な

ければならない。 

 

（オンライン出席委員の責務） 

第３条 オンライン出席をする委員（以下「オンライン出席委員」という。）は、現に会

議を開催している場にいる状態と同様の環境を確保するため、常に映像と音声の送受信

により現に会議を開催している場を認識しながら通話することができるようにするとと

もに、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 情報セキュリティ対策を適切に講じること。 

(2) オンライン出席委員が現にいる場所に当該委員以外の者を入れないこと。 

(3) 委員会に関係ない映像や音声が入り込まないようにすること。 

２ オンライン出席委員は、委員会開会予定時刻までに、選挙管理委員会職員との間で通

信環境が良好に保たれていることを確認するものとする。 

３ オンライン出席に必要な環境整備は、各自行うものとする。 

 

（通信障害時の取扱い） 

第４条 委員長は、オンライン出席委員の映像、音声のいずれかに通信障害が発生したも

のと認めたときは、当該委員が離席したものとみなす。 

２ 委員長は、オンライン出席委員の発言途中に通信障害が発生したものと認めたとき

は、通信が回復した後、当該委員の発言を再度許可するなど状況を踏まえ柔軟に対応す

るものとする。 

 

（採決方法等） 

第５条 委員長は採決を採ろうとするときは、オンライン出席委員及び現に会議を開催し

ている場に出席している委員に同時に行うものとする。 

２ 委員長が採決の宣告をしたときにオンライン出席委員の映像、音声いずれかに通信障

害が発生している場合、当該委員は採決に加わることができない。 

 

附則 

この要綱は、告示の日から適用する
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総 行 資 第 1 9 0 号 

令和６年６月 26 日  

 

 

各 都 道 府 県 知 事  

                  殿 

各都道府県選挙管理委員会委員長 

 

 

総 務 事 務 次 官 

 

 

政治資金規正法の一部を改正する法律の公布について（通知） 

 

 

第 213 回国会において成立した政治資金規正法の一部を改正する法律（令和６年法律第   

64 号。以下「改正法」という。）は、令和６年６月 26 日に公布され、下記第 11 に掲げる

日から施行又は適用することとされました。 

今回の政治資金規正法の一部改正は、政治団体の収支報告の適正の確保及び透明性の向

上により政治に対する国民の信頼の回復を図るため、国会議員関係政治団体の代表者の責

任の強化、収支報告書の不記載及び虚偽記入に係る収入等の国庫納付制度の導入、政治資

金監査の強化、政治資金の透明性の向上のためのデジタル化の推進、政治資金パーティー

の対価支払者の氏名等の公開基準の引下げ、政治資金パーティーの対価の支払方法の制限、

いわゆる政策活動費の使途の明細の公開の導入、国会議員関係政治団体から寄附を受けた

政治団体の政治資金の透明性の確保のための措置の導入、個人寄附者等の個人情報の保護

等の措置を講ずるとともに、政党助成法（平成６年法律第５号）においても所要の規定の

整備を行うものです。 

貴職におかれては、下記事項に御留意の上、今回の改正内容の関係者への周知徹底を図

るとともに、その運用に遺憾のないよう、格別の御配慮をお願いします。 

なお、今回の改正法の施行に伴い、政治資金規正法施行令（昭和 50年政令第 277号）及

び政治資金規正法施行規則（昭和 50年自治省令第 17号）並びに政党助成法施行令（平成

６年政令第 371号）及び政党助成法施行規則（平成６年自治省令第 45号）についても、今

後所要の改正を行うこととしており、これらに係る留意事項については、別途通知する予

定です。 

 

 

記 

 

 

 

0272141
テキストボックス
資料２
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第１ 国会議員関係政治団体の代表者の責任の強化等に関する事項 

 １ 代表者の監督責任（監督内容の具体化） 

  ⑴ 収支報告書の記載に係る会計責任者の職務の監督 

    国会議員関係政治団体の代表者は、収支報告書の記載に係る会計責任者の職務が

政治資金規正法の規定に従って行われるよう、当該国会議員関係政治団体の会計責

任者を監督しなければならないこととされたこと（改正法による改正後の政治資金

規正法（以下「新規正法」という。）第 19条の 12の２関係）。 

  ⑵ 会計帳簿等に関する随時又は定期の確認 

国会議員関係政治団体の代表者は、随時又は定期に、次の事項を確認しなければ

ならないこととされたこと（新規正法第 19 条の 12 の３関係）。 

   ① 会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等、振込

明細書、残高確認書及び差額説明書が保存されていること。 

   ② 会計帳簿には収入及び支出の状況が記載されており、かつ、会計責任者が当該

会計帳簿を備えていること。 

  ⑶ 会計責任者による報告書提出時の代表者に対する説明 

    国会議員関係政治団体の会計責任者は、収支報告書を提出するときは、あらかじ

め、当該国会議員関係政治団体の代表者に対し、収支報告書が政治資金規正法の規

定に従って作成されていることについて、収支報告書及びこれに併せて提出すべき

書面を示して説明しなければならないこととされたこと（新規正法第 19条の 14 の

２第１項関係）。 

  ⑷ 代表者による確認書の交付 

    国会議員関係政治団体の代表者は、⑵による確認の結果及び⑶による説明の内容

並びに政治資金監査報告書に基づき、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が政

治資金規正法の規定に従って収支報告書を作成していることを確認し、その旨を記

載した確認書を会計責任者に交付しなければならないこととされたこと（新規正法

第 19条の 14 の２第２項関係）。 

  ⑸ 確認書の収支報告書への添付 

    国会議員関係政治団体の会計責任者は、収支報告書を提出するときは、⑷により

交付された確認書を収支報告書に添付しなければならないこととされ、この交付さ

れた確認書の添付をしなかった者は、50万円の罰金に処することとされたこと（新

規正法第 19 条の 14の２第４項及び第 25 条第５項関係）。 

 

 ２ 監督義務違反に対する罰則の強化 

  ⑴ 収支報告書の不記載又は虚偽記入があった場合において、１の⑷に違反して確認

書を交付せず、又は確認をしないで確認書を交付した者（⑵の行為により確認をす

ることができなかった者を除く。）は、50 万円以下の罰金に処することとされたこ

と（新規正法第 25 条第３項関係）。 

  ⑵ １の⑶による説明をせず若しくは虚偽の説明をした者又は１の⑶による説明の義

務がある者で代表者による確認を妨げたものは、100 万円以下の罰金に処すること

とされたこと（新規正法第 25 条第４項関係）。 
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 ３ 収支報告書の不記載・虚偽記入に係る収入等の国庫納付に関する公職選挙法の特例 

   国会議員関係政治団体の収支報告書に記載すべき収入の金額の全部若しくは一部の

記載がなかった場合又は収支報告書に記載すべきでない支出の金額の記載があった場

合において、当該収支報告書が公表されている間に、当該国会議員関係政治団体がそ

れらに相当する金額の範囲内の金銭を国庫に納付するときは、その納付による国庫へ

の寄附については、公職選挙法第 199条の２から第 199条の５まで（公職の候補者等

の寄附の禁止等）の規定は、適用しないこととされたこと（新規正法第 19 条の 16の

２関係）。 

 

第２ 政治資金監査の強化に関する事項 

 １ 預貯金による政治資金の保管 

   国会議員関係政治団体の政治資金については、国債証券等又は金銭信託による運用

に係るものを除き、銀行その他の金融機関への預貯金の方法により保管するものとさ

れたこと（新規正法第 19条の８の２関係）。 

 

 ２ 国会議員関係政治団体の範囲の拡充 

  ⑴ 政策研究団体（第５条第１項第１号に掲げる団体）を「国会議員関係政治団体」

とすることとされたこと（新規正法第 19 条の７第１項第３号関係）。 

  ⑵ 政策研究団体は、当該団体を主宰する国会議員又は主要な構成員である国会議員

の氏名及びその者に係る公職の種類等を届け出なければならないこととされたこ

と（新規正法第６条第１項関係）。 

 

 ３ 翌年への繰越しの金額の確認等 

  ⑴ 国会議員関係政治団体の会計責任者は、政治資金監査を受けるまでの間に、収支

報告書に記載すべき翌年への繰越しの金額が、収支報告書に記載すべき年の 12 月

31日又は解散等の日における預貯金口座の残高を確認することができる書類（以下

「残高確認書」という。）に記載された残高の額と一致しているかどうかを確認しな

ければならないこととされたこと（新規正法第 19条の 11 の２第１項関係）。 

  ⑵ 国会議員関係政治団体の会計責任者は、⑴による確認により翌年への繰越しの金

額が預貯金口座の残高の額と一致しないことが判明したときは、政治資金監査を受

けるまでの間に、その旨及びその理由を記載した書面（以下「差額説明書」という。）

を作成しなければならないこととされたこと（新規正法第 19条の 11の２第２項関

係）。 

 

 ４ 登録政治資金監査人による政治資金監査の拡充 

登録政治資金監査人による政治資金監査において確認する事項として、残高確認書

及び差額説明書に基づいて翌年への繰越しの状況が収支報告書に表示されていること

を追加することとされたこと（新規正法第 19条の 13第２項第５号関係）。 
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第３ 政治資金の透明性の向上のためのデジタル化の推進に関する事項 

 １ 収支報告書等のオンライン提出の義務化 

   国会議員関係政治団体に係る収支報告書、政治資金監査報告書及び確認書について、

オンラインによる提出を義務付けることとされたこと（新規正法第 19条の 15 関係）。 

 

 ２ 収支報告書等のインターネット利用による公表 

  ⑴ 総務大臣又は都道府県の選挙管理委員会は、収支報告書、政治資金監査報告書及

び確認書をインターネットを利用する方法により公表しなければならないことと

されたこと（新規正法第 20条第１項及び第２項関係）。 

  ⑵ ⑴に伴い、官報又は都道府県の公報による収支報告書の要旨の公表に係る規定を

削るものとされたこと（改正法による改正前の政治資金規正法（以下「旧規正法」

という。）第 20条第１項及び第２項関係）。 

 

第４ 政治資金パーティーの対価支払者の氏名等の公開基準額の引下げに関する事項 

  収支報告書における政治資金パーティーの対価の支払をした者の氏名等の公開基準額

を、現行の「20万円超」から「５万円超」に引き下げることとされたこと（新規正法第

12条第１項第１号ト及びチ関係）。 

 

第５ 政治資金パーティーの対価の支払方法の制限に関する事項 

 ⑴ 何人も、政治資金パーティーを開催する者の預貯金口座への振込みによることなく、

政治資金パーティーの対価の支払をすることができないこととされたこと。 

 ⑵ 政治資金パーティーを開催する者は、口座振込み以外の方法によってされる政治資

金パーティーの対価の支払を受けることができないこととされたこと。 

 ⑶ ⑴及び⑵にかかわらず、政治資金パーティーの開催日に開催場所においてする対価

の支払等については、口座への振込み以外の方法によってすることができることとさ

れ、この場合において、口座への振込み以外の方法によって当該対価の支払を受けた

者は、遅滞なく、その政治資金パーティーの対価に係る金銭を開催者の預貯金口座に

預け入れるものとされたこと（新規正法第 22条の８の２関係）。 

 

第６ いわゆる政策活動費の使途公開に関する事項 

 ⑴ 政党に所属している国会議員に係る公職の候補者は、当該政党からの支出（経常経

費の支出を除く。）で金銭によるものを受けたときは、当該政党からの支出に係る金銭

に相当する金銭を充てて政治活動に関連してした支出について、当該支出に係る項目

別の金額及び年月を当該政党の会計責任者に通知しなければならないこととされたこ

と（新規正法第 13 条の２第１項関係）。 

 ⑵ ⑴による通知を受けた政党の会計責任者は、収支報告書の記載をするときは、当該

通知に係る⑴の政党からの支出について、⑴により通知された事項を併せて記載しな

ければならないこととされたこと（新規正法第 13条の２第２項関係）。 

 

第７ 政党から公職の候補者個人に対してされる寄附の禁止に関する事項 
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  政党がする公職の候補者個人への政治活動（選挙運動を除く。）に関する金銭等による

寄附について、これを禁止することとされたこと（旧規正法第 21 条の２第２項関係）。 

 

第８ 国会議員関係政治団体から寄附を受けたその他政治団体の透明性確保に関する事項 

 ⑴ 国会議員関係政治団体以外の政治団体（政党及び政治資金団体を除く。）のうち、各

年中において次のいずれかに該当する寄附の金額が 1,000 万円以上となった政治団体

は、その年及びその翌年において国会議員関係政治団体であるものとみなして、国会

議員関係政治団体の特例に係る規定（これに係る罰則を含む。）を適用することとされ

たこと（新規正法第 19条の 16の３第１項関係）。 

  ① 同一の国会議員関係政治団体（②の国会議員関係政治団体を除く。）から受けた寄

附の金額（国会議員関係政治団体に係る公職の候補者が同一の者である２以上の国

会議員関係政治団体から受けた寄附にあっては、その金額の合計額） 

  ② 同一の第２の２の⑴の国会議員関係政治団体から受けた寄附の金額 

 ⑵ 国会議員関係政治団体は、国会議員関係政治団体以外の政治団体に対して寄附をす

るときは、当該政治団体に対し、文書で、当該寄附が国会議員関係政治団体からの寄

附である旨、当該寄附をする国会議員関係政治団体の名称及び主たる事務所の所在地、

当該国会議員関係政治団体に係る公職の候補者の氏名等を、併せて通知しなければな

らないこととされたこと（新規正法第 19 条の 16の３第２項関係）。 

 ⑶ 国会議員関係政治団体以外の政治団体は、各年中において⑴の寄附の金額が 1,000

万円以上となったときは、当該金額が 1,000 万円に達することとなった寄附に係る⑵

の通知を受けた日から７日以内に、その旨、当該寄附に係る公職の候補者の氏名及び

その者に係る公職の種類等を届け出なければならないこととされ、当該届出を受けた

都道府県の選挙管理委員会又は総務大臣は、届出事項を都道府県の公報又は官報への

掲載、インターネットの利用その他の適切な方法により公表しなければならないこと

とされたこと（新規正法第７条第２項及び第７条の２第２項関係）。 

 

第９ 個人寄附者等の個人情報の保護に関する事項 

  収支報告書に記載された個人寄附者等（寄附をした者又は政治資金パーティーの対価

の支払をした者であって、個人であるもの）の住所に係る部分を公表するときは、都道

府県、郡及び市町村の名称に係る部分（外国の場合は、当該外国の国名）に限って行う

ものとされたこと（新規正法第 20 条第３項関係）。 

 

第10 政党助成法における規定の整備に関する事項 

  政治資金規正法における収支報告書等のインターネット利用による公表及び写しの交

付の規定に合わせ、以下のとおり規定の整備を行うこととされたこと。 

 

 １ 使途等報告書等のインターネット利用による公表 

  ⑴ 総務大臣は、使途等報告書・監査意見書・監査報告書をインターネットを利用す

る方法により公表しなければならないこととされたこと（改正法による改正後の政

党助成法（以下「新助成法」という。）第 31 条第１項関係）。 
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  ⑵ ⑴に伴い、官報による使途等報告書の要旨の公表に係る規定を削るものとされた

こと（改正法による改正前の政党助成法第 31条第１項及び第２項関係）。 

 

 ２ 使途等報告書等の写しの交付 

  ⑴ 何人も、使途等報告書等が公表された日から５年間、使途等報告書等の写しの交

付を請求することができることとされたこと（新助成法第 32条第４項関係）。 

 ⑵ ⑴により総務大臣に対して写しの交付を請求しようとする者は、実費の範囲内に

おいて政令で定める額の手数料を納付しなければならないこととされたこと（新助

成法第 32条第６項関係）。なお、都道府県の選挙管理委員会に対する写しの交付の

請求については、地方自治法（昭和 22年法律第 67 号）第 227 条及び第 228条の規

定により、各都道府県の条例で定めるところにより、手数料を徴収することができ

ること。 

 

第11 施行期日等に関する事項 

 １ 施行期日 

   この法律は、令和８年１月１日から施行することとされたこと。ただし、⑴から⑶

までに掲げる規定は、それぞれ次に定める日から施行することとされたこと（改正法

附則第１条関係）。 

  ⑴ 第２の２の規定 令和７年 10 月 1 日 

  ⑵ 第３の１の規定、第４の規定及び第９の規定 令和９年１月１日 

  ⑶ ３から５まで及び６の⑴から⑶までの規定 公布の日 

 

 ２ 経過措置 

  ⑴ 令和７年 10 月１日から令和７年 12月 31 日までの間（以下「届出期間」という。）

における第２の２の国会議員関係政治団体に係る設立届及び異動届については令

和７年 12月 31日までに提出しなければならないこととされ、届出期間における第

２の２の国会議員関係政治団体については、届出に関する規定を除き、国会議員関

係政治団体に関する規定は適用しないこととされたこと（改正法附則第２条第１項

及び第２項関係）。 

  ⑵ 第１の１⑶から⑸までの規定、第２の３及び４の規定並びに第６の規定は、施行

日の属する年以後の年に係る定期公表分の収支報告書及び施行日から起算して１

年が経過した日以後に提出すべき事由が生じた場合における解散分の収支報告書

（以下「新法適用報告書」という。）の記載、提出及び保存について適用することと

されたこと（改正法附則第３条第１項関係）。 

  ⑶ 第４の規定は、令和９年１月１日以後に開催される政治資金パーティーの対価に

係る収入で、同日以後に収受されるものについて適用することとされたこと（改正

法附則第３条第２項関係）。 

  ⑷ 第１の３の規定は、新法適用報告書が公表されている間に、当該報告書に記載す

べきであった収入の金額と当該報告書に記載されている収入の金額との差額又は

当該報告書に記載すべきでない支出の金額に相当する金額の範囲内の金銭を国庫
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に納付する場合におけるその納付による国庫への寄附について適用することとさ

れたこと（改正法附則第４条関係）。 

  ⑸ 第３の２（確認書に係る部分を除く。）の規定は、施行日以後に行われる収支報告

書の公表について適用することとされたこと（改正法附則第５条第１項関係）。 

  ⑹ 第９の収支報告書に記載された個人寄附者等の住所に係る部分の公表に関する規

定は、当分の間、収支報告書がオンラインにより提出された場合に限り適用し、収

支報告書がオンライン以外により提出された場合において、個人寄附者等の住所に

係る記載のうち、都道府県、郡及び市町村の名称に係る部分以外の部分の記載がな

い書面で、当該部分を除いた記載内容が当該報告書の記載内容と同一であるものが

併せて提出されたときは、当該書面を公表することとされたこと（改正法附則第５

条第３項及び第４項関係）。 

  ⑺ 第７で禁止される政党がする公職の候補者個人への政治活動（選挙運動を除く。）

に関する金銭等による寄附について、その施行の日から起算して１年間は、なお従

前の例によることとされたこと（改正法附則第６条関係）。 

⑻ 第５の規定は、施行日以後に開催される政治資金パーティーに係る対価の支払で

施行日以後にされるものについて適用することとされたこと（改正法附則第７条関

係）。 

⑼ 第10の１の規定は、施行日以後に行われる使途等報告書等の公表について適用す

ることとされたこと（改正法附則第 10条関係）。 

 

 ３ 政党交付金の交付停止等の制度の創設 

   政党に所属する国会議員が政治資金等に関する犯罪に関し起訴された場合に、交付

すべき政党交付金のうち起訴された国会議員に係る議員数割の額に相当する額の政党

交付金の交付を停止し、当該国会議員が刑に処せられたときはその交付をしないこと

とする制度を創設するため、必要な措置が講ぜられるものとされたこと（改正法附則

第 13条関係）。 

 

 ４ 政策活動費の支出に係る上限金額の設定及び使用状況の公開に関する制度の具体的

な内容 

   政策活動費の支出について、各年中における上限金額を定めるとともに、収支報告

書が公表された日から 10 年を経過した後に政策活動費の支出に係る金銭に相当する

金銭を充てて政治活動に関連してした支出の状況に係る領収書、明細書等の公開（そ

のための保存及び提出を含む。）をするものとし、その制度の具体的な内容については、

早期に検討が加えられ、結論を得るものとされたこと（改正法附則第 14条関係）。 

 

 ５ 政治資金に関する独立性が確保された機関の設置 

   政治資金に関する独立性が確保された機関については、政治資金の透明性を確保す

ることの重要性に鑑み、これを設置するものとし、政策活動費の支出に係る政治活動

に関連してした支出に関する当該機関による監査の在り方を含めその具体的な内容に

ついて検討が加えられ、その結果に基づいて必要な措置が講ぜられるものとされたこ
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と（改正法附則第 15 条関係）。 

 

 ６ 検討 

  ⑴ 外国人等による政治資金パーティーの対価の支払に係る収受の適正化を図るため

の実効的な規制 

    外国人、外国法人等がする政治資金パーティーの対価の支払に係る収受の適正化

を図るための実効的な規制の在り方については、検討が加えられ、その結果に基づ

いて必要な措置が講ぜられるものとされたこと（改正法附則第 16 条第１項関係）。 

  ⑵ 個人のする政治活動に関する寄附を促進するための措置 

    個人が政治活動に関する寄附をした場合の寄附金控除の特例及び所得税額の特別

控除（⑶において「寄附金控除の特例等」という。）の対象の拡大、控除率の引上げ

その他の個人寄附を促進するための措置の在り方については、検討が加えられ、そ

の結果に基づいて必要な措置が講ぜられるものとされたこと（改正法附則第 16 条

第２項関係）。 

  ⑶ 自らが代表を務める政党選挙区支部に対する寄附への税制優遇措置の適用除外 

公職の候補者が選挙区の区域を単位として設けられる政党支部で当該公職の候

補者が代表者であるものに対してする政治活動に関する寄附を寄附金控除の特例

等の適用対象としないための措置の在り方については、検討が加えられ、その結果

に基づいて必要な措置が講ぜられるものとされたこと（改正法附則第 16 条第３項

関係）。 

  ⑷ 政治資金の透明性の一層の向上等を図る観点からの検討 

    ⑴から⑶までのほか、改正後の政治資金規正法の規定については、施行後３年を

目途として、政治資金の透明性の一層の向上等を図る観点から、施行状況等を勘案

して検討が加えられ、必要があると認められるときは、その結果に基づいて所要の

措置が講ぜられるものとされたこと（改正法附則第 16条第４項関係）。 
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 一 

◎ 政 治 資 金 規 正 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 新 旧 対 照 表 
○ 政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） （ 第 一 条 関 係 ）                    （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改 正 後 改 正 前 

 （ 政 治 団 体 の 届 出 等 ） 

第 六 条 政 治 団 体 は 、 そ の 組 織 の 日 又 は 第 三 条 第 一 項 各 号 若 し く は

前 条 第 一 項 各 号 の 団 体 と な つ た 日 （ 同 項 第 二 号 の 団 体 に あ つ て は

次 条 第 二 項 前 段 の 規 定 に よ る 届 出 が さ れ た 日 、 第 十 九 条 の 七 第 一

項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 と し て 新 た に 組 織 さ れ 又 は

新 た に 政 治 団 体 と な つ た 団 体 に あ つ て は 第 十 九 条 の 八 第 一 項 の 規

定 に よ る 通 知 を 受 け た 日 ） か ら 七 日 以 内 に 、 郵 便 又 は 民 間 事 業 者

に よ る 信 書 の 送 達 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 九 十 九 号 ） 第

二 条 第 六 項 に 規 定 す る 一 般 信 書 便 事 業 者 、 同 条 第 九 項 に 規 定 す る

特 定 信 書 便 事 業 者 若 し く は 同 法 第 三 条 第 四 号 に 規 定 す る 外 国 信 書

便 事 業 者 に よ る 同 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 信 書 便 に よ る こ と な

く 文 書 で 、 そ の 旨 、 当 該 政 治 団 体 の 目 的 、 名 称 、 主 た る 事 務 所 の

所 在 地 及 び 主 と し て そ の 活 動 を 行 う 区 域 、 当 該 政 治 団 体 の 代 表 者 、

会 計 責 任 者 及 び 会 計 責 任 者 に 事 故 が あ り 又 は 会 計 責 任 者 が 欠 け た

場 合 に そ の 職 務 を 行 う べ き 者 そ れ ぞ れ 一 人 の 氏 名 、 住 所 、 生 年 月

日 及 び 選 任 年 月 日 、 当 該 政 治 団 体 が 政 党 又 は 政 治 資 金 団 体 で あ る

と き は そ の 旨 、 当 該 政 治 団 体 が 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 一 号 に 係 る

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 及 び そ の 代 表 者 で あ る

 （ 政 治 団 体 の 届 出 等 ） 

第 六 条 政 治 団 体 は 、 そ の 組 織 の 日 又 は 第 三 条 第 一 項 各 号 若 し く は

前 条 第 一 項 各 号 の 団 体 と な つ た 日 （ 同 項 第 二 号 の 団 体 に あ つ て は

次 条 第 二 項 前 段 の 規 定 に よ る 届 出 が さ れ た 日 、 第 十 九 条 の 七 第 一

項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 と し て 新 た に 組 織 さ れ 又 は

新 た に 政 治 団 体 と な つ た 団 体 に あ つ て は 第 十 九 条 の 八 第 一 項 の 規

定 に よ る 通 知 を 受 け た 日 ） か ら 七 日 以 内 に 、 郵 便 又 は 民 間 事 業 者

に よ る 信 書 の 送 達 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 九 十 九 号 ） 第

二 条 第 六 項 に 規 定 す る 一 般 信 書 便 事 業 者 、 同 条 第 九 項 に 規 定 す る

特 定 信 書 便 事 業 者 若 し く は 同 法 第 三 条 第 四 号 に 規 定 す る 外 国 信 書

便 事 業 者 に よ る 同 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 信 書 便 に よ る こ と な

く 文 書 で 、 そ の 旨 、 当 該 政 治 団 体 の 目 的 、 名 称 、 主 た る 事 務 所 の

所 在 地 及 び 主 と し て そ の 活 動 を 行 う 区 域 、 当 該 政 治 団 体 の 代 表 者 、

会 計 責 任 者 及 び 会 計 責 任 者 に 事 故 が あ り 又 は 会 計 責 任 者 が 欠 け た

場 合 に そ の 職 務 を 行 う べ き 者 そ れ ぞ れ 一 人 の 氏 名 、 住 所 、 生 年 月

日 及 び 選 任 年 月 日 、 当 該 政 治 団 体 が 政 党 又 は 政 治 資 金 団 体 で あ る

と き は そ の 旨 、 当 該 政 治 団 体 が 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 一 号 に 係 る

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 及 び そ の 代 表 者 で あ る



 

 

二 

公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 、 当 該 政 治 団 体 が 同 項 第 二 号 に 係

る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 、 同 号 の 公 職 の 候 補

者 の 氏 名 及 び 当 該 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 、 当 該 政 治 団 体

が 同 項 第 三 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 、

当 該 政 治 団 体 を 主 宰 す る 衆 議 院 議 員 若 し く は 参 議 院 議 員 又 は 当 該

政 治 団 体 の 主 要 な 構 成 員 で あ る 衆 議 院 議 員 若 し く は 参 議 院 議 員 の

氏 名 及 び そ の 者 に 係 る 公 職 の 種 類 そ の 他 政 令 で 定 め る 事 項 を 、 次

の 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会

又 は 総 務 大 臣 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

２ ～ ５ （ 略 ） 

 

第 七 条 （ 略 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 、 当 該 政 治 団 体 が 同 項 第 二 号 に 係

る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 、 同 号 の 公 職 の 候 補

者 の 氏 名 及 び 当 該 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 そ の 他 政 令 で 定

め る 事 項 を 、 次 の 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 都 道 府 県 の

選 挙 管 理 委 員 会 又 は 総 務 大 臣 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 

 

 

 

 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

２ ～ ５ （ 略 ） 

 

第 七 条 政 治 団 体 は 、 第 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る

場 合 及 び 前 条 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 場 合 を 含

む 。 次 条 及 び 第 七 条 の 三 に お い て 同 じ 。 ） の 規 定 に よ り 届 け 出 た 事

項 に 異 動 が あ つ た と き は 、 第 六 条 第 五 項 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す

る 場 合 を 除 き 、 そ の 異 動 の 日 （ 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係 る

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 該 当 し た と き 又 は 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治

団 体 に 該 当 し な く な つ た と き に あ つ て は 、 第 十 九 条 の 八 第 一 項 又

は 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た 日 ） か ら 七 日 以 内 に 、 そ の 異

動 に 係 る 事 項 を 第 六 条 第 一 項 の 規 定 の 例 に よ り 届 け 出 な け れ ば な



 三 

 

 

 

 

２ 第 十 九 条 の 七 第 一 項 に 規 定 す る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 （ 同 条 第

二 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 一 項 第 一 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

と み な さ れ る も の を 含 む 。 以 下 こ の 項 及 び 次 条 第 二 項 に お い て 単

に 「 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 」 と い う 。 ） 以 外 の 政 治 団 体 （ 政 党 及 び

政 治 資 金 団 体 を 除 く 。 ） は 、 各 年 中 に お い て 第 十 九 条 の 十 六 の 三 第

一 項 に 規 定 す る 寄 附 の 金 額 が 千 万 円 以 上 と な つ た と き は 、 当 該 金

額 が 千 万 円 に 達 す る こ と と な つ た 寄 附 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 条 第 二

項 に お い て 「 特 定 関 係 寄 附 」 と い う 。 ） に 係 る 第 十 九 条 の 十 六 の 三

第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た 日 か ら 七 日 以 内 に 、 そ の 旨 、 特

定 関 係 寄 附 が 同 条 第 一 項 第 一 号 の 寄 附 で あ る と き は 同 号 の 国 会 議

員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 公 職 の 候 補 者 の 氏 名 及 び 当 該 国 会 議 員 関 係

政 治 団 体 に 係 る 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 並 び に 特 定 関 係 寄

附 が 同 項 第 二 号 の 寄 附 で あ る と き は 同 号 の 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

の 名 称 及 び 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 が 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 三

号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る 旨 を 、 第 六 条 第 一 項 の 規 定

の 例 に よ り 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 

３ 第 六 条 第 三 項 の 規 定 は 、 政 治 団 体 が 第 一 項 前 段 の 規 定 に よ る 届

ら な い 。 同 条 第 二 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 及 び 前 条

の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

り 政 治 団 体 が 提 出 し た 綱 領 等 の 内 容 に 異 動 が あ つ た と き も 、 同 様

と す る 。 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 第 六 条 第 三 項 の 規 定 は 、 政 治 団 体 が 前 項 前 段 の 規 定 に よ る 届 出



 

 

四 

出 を す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 

 

 （ 政 治 団 体 の 名 称 等 の 公 表 ） 

第 七 条 の 二 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ つ た と き は 、 当 該

届 出 を 受 け た 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 又 は 総 務 大 臣 は 、 そ の 届

出 に 係 る 政 治 団 体 の 名 称 、 そ の 代 表 者 及 び 会 計 責 任 者 の 氏 名 、 当

該 政 治 団 体 の 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 、 当 該 政 治 団 体 が 政 党 又 は 政

治 資 金 団 体 で あ る と き は そ の 旨 、 当 該 政 治 団 体 が 第 十 九 条 の 七 第

一 項 第 一 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 及 び

そ の 代 表 者 で あ る 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 、 当 該 政 治 団 体

が 同 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 、

同 号 の 公 職 の 候 補 者 の 氏 名 及 び 当 該 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種

類 並 び に 当 該 政 治 団 体 が 同 項 第 三 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

で あ る と き は そ の 旨 、 当 該 政 治 団 体 を 主 宰 す る 衆 議 院 議 員 若 し く

は 参 議 院 議 員 又 は 当 該 政 治 団 体 の 主 要 な 構 成 員 で あ る 衆 議 院 議 員

若 し く は 参 議 院 議 員 の 氏 名 及 び そ の 者 に 係 る 公 職 の 種 類 を 、 遅 滞

な く 、 都 道 府 県 の 公 報 又 は 官 報 へ の 掲 載 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用

そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ ら の 事

項 に つ き 前 条 第 一 項 前 段 の 規 定 に よ る 届 出 が あ つ た と き も 、 同 様

と す る 。 

２ 前 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ つ た と き は 、 当 該 届 出 を 受 け

を す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 

 

 （ 政 治 団 体 の 名 称 等 の 公 表 ） 

第 七 条 の 二 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ つ た と き は 、 当 該

届 出 を 受 け た 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 又 は 総 務 大 臣 は 、 そ の 届

出 に 係 る 政 治 団 体 の 名 称 、 そ の 代 表 者 及 び 会 計 責 任 者 の 氏 名 、 当

該 政 治 団 体 の 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 、 当 該 政 治 団 体 が 政 党 又 は 政

治 資 金 団 体 で あ る と き は そ の 旨 、 当 該 政 治 団 体 が 第 十 九 条 の 七 第

一 項 第 一 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の 旨 及 び

そ の 代 表 者 で あ る 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 並 び に 当 該 政 治

団 体 が 同 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る と き は そ の

旨 、 同 号 の 公 職 の 候 補 者 の 氏 名 及 び 当 該 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職

の 種 類 を 、 遅 滞 な く 、 都 道 府 県 の 公 報 又 は 官 報 へ の 掲 載 、 イ ン タ

ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な

い 。 こ れ ら の 事 項 に つ き 前 条 第 一 項 前 段 の 規 定 に よ る 届 出 が あ つ

た と き も 、 同 様 と す る 。 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 



 五 

た 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 又 は 総 務 大 臣 は 、 そ の 届 出 に 係 る 政

治 団 体 の 名 称 、 第 十 九 条 の 十 六 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 国 会 議 員

関 係 政 治 団 体 で あ る も の と み な さ れ る こ と と な つ た 旨 、 特 定 関 係

寄 附 が 同 項 第 一 号 の 寄 附 で あ る と き は 同 号 の 国 会 議 員 関 係 政 治 団

体 に 係 る 公 職 の 候 補 者 の 氏 名 及 び 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係

る 公 職 の 候 補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 並 び に 特 定 関 係 寄 附 が 同 項 第 二

号 の 寄 附 で あ る と き は 同 号 の 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 名 称 及 び 当

該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 が 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 三 号 に 係 る 国 会

議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る 旨 を 、 遅 滞 な く 、 都 道 府 県 の 公 報 又 は 官

報 へ の 掲 載 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 公

表 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ る 公 表 を 都 道

府 県 の 公 報 へ の 掲 載 に よ り 行 つ た と き は 、 直 ち に 当 該 公 報 の 写 し

を 総 務 大 臣 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。 

４ （ 略 ） 

 

 （ 会 計 帳 簿 の 備 付 け 及 び 記 載 ） 

第 九 条 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 （ 会 計 責 任 者 に 事 故 が あ り 、 又 は 会

計 責 任 者 が 欠 け た 場 合 に あ つ て は 、 そ の 職 務 を 行 う べ き 者 。 第 十

五 条 を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） （ 会 計 帳 簿 の 記 載 に 係 る 部 分 に 限 り 、 会

計 責 任 者 の 職 務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 ） は 、 会 計 帳 簿 を 備 え 、 こ れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を 都 道 府

県 の 公 報 へ の 掲 載 に よ り 行 つ た と き は 、 直 ち に 当 該 公 報 の 写 し を

総 務 大 臣 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。 

３ （ 略 ） 

 

 （ 会 計 帳 簿 の 備 付 け 及 び 記 載 ） 
第 九 条 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 （ 会 計 責 任 者 に 事 故 が あ り 、 又 は 会

計 責 任 者 が 欠 け た 場 合 に あ つ て は 、 そ の 職 務 を 行 う べ き 者 。 第 十

五 条 を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） （ 会 計 帳 簿 の 記 載 に 係 る 部 分 に 限 り 、 会

計 責 任 者 の 職 務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 ） は 、 会 計 帳 簿 を 備 え 、 こ れ



 

 

六 

に 当 該 政 治 団 体 に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な

い 。 

 一 全 て の 収 入 及 び こ れ に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ （ 略 ） 

  ロ 寄 附 （ 第 二 十 二 条 の 六 第 二 項 に 規 定 す る 寄 附 を 除 く 。 以 下

ロ 及 び 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 ロ に お い て 同 じ 。 ） に つ い て は 、

そ の 寄 附 を し た 者 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 業 （ 寄 附 を し た 者 が 団

体 で あ る 場 合 に は 、 そ の 名 称 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 及 び 代

表 者 の 氏 名 。 次 条 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 十 二 条 第 一 項 第

一 号 ロ に お い て 同 じ 。 ） 、 当 該 寄 附 の 金 額 （ 金 銭 以 外 の 財 産 上

の 利 益 に つ い て は 、 時 価 に 見 積 も つ た 金 額 。 以 下 同 条 ま で に

お い て 同 じ 。 ） 及 び 年 月 日 、 当 該 寄 附 を し た 者 が 第 二 十 二 条 の

五 第 一 項 本 文 に 規 定 す る 者 で あ つ て 同 項 た だ し 書 に 規 定 す る

も の で あ る と き は そ の 旨 並 び に 当 該 寄 附 が 第 十 九 条 の 十 六 の

三 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 に 係 る 寄 附 で あ る と き は そ の 旨 

  ハ ～ リ （ 略 ） 

 二 全 て の 支 出 （ 当 該 政 治 団 体 の た め に そ の 代 表 者 又 は 会 計 責 任

者 と 意 思 を 通 じ て さ れ た 支 出 を 含 む 。 以 下 こ の 条 、 第 十 二 条 、

第 十 九 条 の 十 一 、 第 十 九 条 の 十 二 の 三 、 第 十 九 条 の 十 三 、 第 十

九 条 の 十 六 及 び 第 十 九 条 の 十 六 の 二 に お い て 同 じ 。 ） 並 び に 支 出

を 受 け た 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 支 出 を 受 け た 者 が 団 体 で あ る 場 合

に 当 該 政 治 団 体 に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な

い 。 

 一 す べ て の 収 入 及 び こ れ に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ （ 略 ） 

  ロ 寄 附 （ 第 二 十 二 条 の 六 第 二 項 に 規 定 す る 寄 附 を 除 く 。 以 下

ロ 及 び 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 ロ に お い て 同 じ 。 ） に つ い て は 、

そ の 寄 附 を し た 者 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 業 （ 寄 附 を し た 者 が 団

体 で あ る 場 合 に は 、 そ の 名 称 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 及 び 代

表 者 の 氏 名 。 次 条 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 十 二 条 第 一 項 第

一 号 ロ に お い て 同 じ 。 ） 、 当 該 寄 附 の 金 額 （ 金 銭 以 外 の 財 産 上

の 利 益 に つ い て は 、 時 価 に 見 積 も つ た 金 額 。 以 下 同 条 ま で に

お い て 同 じ 。 ） 及 び 年 月 日 並 び に 当 該 寄 附 を し た 者 が 第 二 十 二

条 の 五 第 一 項 本 文 に 規 定 す る 者 で あ つ て 同 項 た だ し 書 に 規 定

す る も の で あ る と き は そ の 旨 

 

  ハ ～ リ （ 略 ） 

 二 す べ て の 支 出 （ 当 該 政 治 団 体 の た め に そ の 代 表 者 又 は 会 計 責

任 者 と 意 思 を 通 じ て さ れ た 支 出 を 含 む 。 以 下 こ の 条 、 第 十 二 条 、

第 十 七 条 、 第 十 九 条 の 十 一 、 第 十 九 条 の 十 三 及 び 第 十 九 条 の 十

六 に お い て 同 じ 。 ） 並 び に 支 出 を 受 け た 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 支 出

を 受 け た 者 が 団 体 で あ る 場 合 に は 、 そ の 名 称 及 び 主 た る 事 務 所



 七 

に は 、 そ の 名 称 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 。 次 条 第 一 項 及 び 第

十 二 条 第 一 項 第 二 号 に お い て 同 じ 。 ） 並 び に そ の 支 出 の 目 的 、 金

額 及 び 年 月 日 

 三 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

 

 （ 報 告 書 の 提 出 ） 

第 十 二 条 （ 略 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一 全 て の 収 入 に つ い て 、 そ の 総 額 及 び 総 務 省 令 で 定 め る 項 目 別

の 金 額 並 び に 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ （ 略 ） 

  ロ 同 一 の 者 か ら の 寄 附 で 、 そ の 金 額 の 合 計 額 が 年 間 五 万 円 を

の 所 在 地 。 次 条 第 一 項 及 び 第 十 二 条 第 一 項 第 二 号 に お い て 同

じ 。 ） 並 び に そ の 支 出 の 目 的 、 金 額 及 び 年 月 日 

 

 三 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

 

 （ 報 告 書 の 提 出 ） 

第 十 二 条 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 （ 報 告 書 の 記 載 に 係 る 部 分 に 限 り 、

会 計 責 任 者 の 職 務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 ） は 、 毎 年 十 二 月 三 十 一 日

現 在 で 、 当 該 政 治 団 体 に 係 る そ の 年 に お け る 収 入 、 支 出 そ の 他 の

事 項 で 次 に 掲 げ る も の （ こ れ ら の 事 項 が な い と き は 、 そ の 旨 ） を

記 載 し た 報 告 書 を 、 そ の 日 の 翌 日 か ら 三 月 以 内 （ そ の 間 に 衆 議 院

議 員 の 総 選 挙 又 は 参 議 院 議 員 の 通 常 選 挙 の 公 示 の 日 か ら 選 挙 の 期

日 ま で の 期 間 が か か る 場 合 （ 第 二 十 条 第 一 項 に お い て 「 報 告 書 の

提 出 期 限 が 延 長 さ れ る 場 合 」 と い う 。 ） に は 、 四 月 以 内 ） に 、 第 六

条 第 一 項 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 都 道 府 県 の 選 挙 管 理

委 員 会 又 は 総 務 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 一 す べ て の 収 入 に つ い て 、 そ の 総 額 及 び 総 務 省 令 で 定 め る 項 目

別 の 金 額 並 び に 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ （ 略 ） 

  ロ 同 一 の 者 か ら の 寄 附 で 、 そ の 金 額 の 合 計 額 が 年 間 五 万 円 を



 

 

八 

超 え る も の に つ い て は 、 そ の 寄 附 を し た 者 の 氏 名 、 住 所 及 び

職 業 、 当 該 寄 附 の 金 額 及 び 年 月 日 、 当 該 寄 附 を し た 者 が 第 二

十 二 条 の 五 第 一 項 本 文 に 規 定 す る 者 で あ つ て 同 項 た だ し 書 に

規 定 す る も の で あ る と き は そ の 旨 並 び に 当 該 寄 附 が 第 十 九 条

の 十 六 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 に 係 る 寄 附 で あ る と き は

そ の 旨 

  ハ ～ ヌ （ 略 ） 

 二 全 て の 支 出 に つ い て 、 そ の 総 額 及 び 総 務 省 令 で 定 め る 項 目 別

の 金 額 並 び に 人 件 費 、 光 熱 水 費 そ の 他 の 総 務 省 令 で 定 め る 経 費

以 外 の 経 費 の 支 出 （ 一 件 当 た り の 金 額 （ 数 回 に わ た つ て さ れ た

と き は 、 そ の 合 計 金 額 ） が 五 万 円 以 上 の も の に 限 る 。 ） に つ い て 、

そ の 支 出 を 受 け た 者 の 氏 名 及 び 住 所 並 び に 当 該 支 出 の 目 的 、 金

額 及 び 年 月 日 

 二 の 二 翌 年 へ の 繰 越 し の 金 額 

 三 十 二 月 三 十 一 日 に お い て 有 す る 資 産 等 （ 次 に 掲 げ る 資 産 及 び

借 入 金 を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） に つ い て 、 当 該 資 産

等 の 区 分 に 応 じ 、 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ ～ ヲ （ 略 ） 

２ 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 前 項 の 報 告 書 を 提 出 す る と き は 、 同

項 第 二 号 に 規 定 す る 経 費 の 支 出 に つ い て 、 総 務 省 令 で 定 め る と こ

ろ に よ り 、 領 収 書 等 の 写 し （ 当 該 領 収 書 等 を 複 写 機 に よ り 複 写 し

超 え る も の に つ い て は 、 そ の 寄 附 を し た 者 の 氏 名 、 住 所 及 び

職 業 、 当 該 寄 附 の 金 額 及 び 年 月 日 並 び に 当 該 寄 附 を し た 者 が

第 二 十 二 条 の 五 第 一 項 本 文 に 規 定 す る 者 で あ つ て 同 項 た だ し

書 に 規 定 す る も の で あ る と き は そ の 旨 

 

 

  ハ ～ ヌ （ 略 ） 

 二 す べ て の 支 出 に つ い て 、 そ の 総 額 及 び 総 務 省 令 で 定 め る 項 目

別 の 金 額 並 び に 人 件 費 、 光 熱 水 費 そ の 他 の 総 務 省 令 で 定 め る 経

費 以 外 の 経 費 の 支 出 （ 一 件 当 た り の 金 額 （ 数 回 に わ た つ て さ れ

た と き は 、 そ の 合 計 金 額 ） が 五 万 円 以 上 の も の に 限 る 。 ） に つ い

て 、 そ の 支 出 を 受 け た 者 の 氏 名 及 び 住 所 並 び に 当 該 支 出 の 目 的 、

金 額 及 び 年 月 日 

 （ 新 設 ） 

 三 十 二 月 三 十 一 日 に お い て 有 す る 資 産 等 （ 次 に 掲 げ る 資 産 及 び

借 入 金 を い う 。 以 下 こ の 号 及 び 第 十 七 条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ）

に つ い て 、 当 該 資 産 等 の 区 分 に 応 じ 、 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ ～ ヲ （ 略 ） 

２ 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 前 項 の 報 告 書 を 提 出 す る と き は 、 同

項 第 二 号 に 規 定 す る 経 費 の 支 出 に つ い て 、 総 務 省 令 で 定 め る と こ

ろ に よ り 、 領 収 書 等 の 写 し （ 当 該 領 収 書 等 を 複 写 機 に よ り 複 写 し



 九 

た も の に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ） （ 領 収 書 等 を 徴 し 難 い 事 情 が あ つ た と

き は 、 そ の 旨 並 び に 当 該 支 出 の 目 的 、 金 額 及 び 年 月 日 を 記 載 し た

書 面 （ 第 十 九 条 の 十 一 に お い て 「 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の

明 細 書 」 と い う 。 ） 又 は 当 該 支 出 の 目 的 を 記 載 し た 書 面 及 び 振 込 明

細 書 の 写 し （ 当 該 振 込 明 細 書 を 複 写 機 に よ り 複 写 し た も の に 限

る 。 ） 。 以 下 同 じ 。 ） を 併 せ て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

３ ・ ４ （ 略 ） 

 

 （ 政 党 か ら 支 出 を 受 け た 公 職 の 候 補 者 の す る 支 出 に 係 る 通 知 及 び

記 載 ） 

第 十 三 条 の 二 政 党 に 所 属 し て い る 衆 議 院 議 員 又 は 参 議 院 議 員 に 係

る 公 職 の 候 補 者 は 、 当 該 政 党 か ら の 支 出 （ 第 十 二 条 第 一 項 第 二 号

の 人 件 費 、 光 熱 水 費 そ の 他 の 総 務 省 令 で 定 め る 経 費 の 支 出 を 除 く 。

以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） で 金 銭 に よ る も の を 受 け た と き は 、 当

該 政 党 か ら の 支 出 に 係 る 金 銭 に 相 当 す る 金 銭 を 充 て て 政 治 活 動 に

関 連 し て し た 支 出 に つ い て 、 当 該 支 出 に 係 る 同 号 の 総 務 省 令 で 定

め る 項 目 別 の 金 額 及 び 年 月 を 当 該 政 党 の 会 計 責 任 者 に 通 知 し な け

れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た 政 党 の 会 計 責 任 者 は 、 第 十 二 条

第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 の 記 載 を す る と き は 、 当 該 通 知 に 係 る

前 項 に 規 定 す る 政 党 か ら の 支 出 に つ い て 、 同 項 の 規 定 に よ り 通 知

た も の に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ） （ 領 収 書 等 を 徴 し 難 い 事 情 が あ つ た と

き は 、 そ の 旨 並 び に 当 該 支 出 の 目 的 、 金 額 及 び 年 月 日 を 記 載 し た

書 面 （ 第 十 九 条 の 十 一 第 一 項 に お い て 「 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た

支 出 の 明 細 書 」 と い う 。 ） 又 は 当 該 支 出 の 目 的 を 記 載 し た 書 面 及 び

振 込 明 細 書 の 写 し （ 当 該 振 込 明 細 書 を 複 写 機 に よ り 複 写 し た も の

に 限 る 。 ） 。 以 下 同 じ 。 ） を 併 せ て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

３ ・ ４ （ 略 ） 

 

 

 

（ 新 設 ） 
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さ れ た 事 項 を 併 せ て 記 載 し な け れ ば な ら な い 。 
３ 第 一 項 に 規 定 す る 政 党 か ら の 支 出 で 当 該 政 党 に 所 属 し て い る 衆

議 院 議 員 又 は 参 議 院 議 員 に 係 る 公 職 の 候 補 者 に 対 す る も の を し た

当 該 政 党 の 会 計 責 任 者 に 係 る 第 十 一 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

同 条 第 一 項 中 「 す べ て の 支 出 」 と あ る の は 「 す べ て の 支 出 及 び 一

件 五 万 円 未 満 の 支 出 の う ち 第 十 三 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 政 党 か

ら の 支 出 で 当 該 政 党 に 所 属 し て い る 衆 議 院 議 員 又 は 参 議 院 議 員 に

係 る 公 職 の 候 補 者 に 対 す る も の 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 五 万 円 以 上

の 支 出 」 と あ る の は 「 五 万 円 以 上 の 支 出 及 び 一 件 五 万 円 未 満 の 支

出 の う ち 第 十 三 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 政 党 か ら の 支 出 で 当 該 政

党 に 所 属 し て い る 衆 議 院 議 員 又 は 参 議 院 議 員 に 係 る 公 職 の 候 補 者

に 対 す る も の 」 と す る 。 

４ 前 項 に 規 定 す る 政 党 の 会 計 責 任 者 に よ る 第 十 二 条 第 一 項 及 び 第

二 項 の 報 告 書 及 び 領 収 書 等 の 写 し の 提 出 に 係 る 同 条 第 一 項 の 規 定

の 適 用 に つ い て は 、 同 項 第 二 号 中 「 合 計 金 額 」 と あ る の は 「 合 計

金 額 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 」 と 、 「 五 万 円 以 上 の も の 」 と あ

る の は 「 五 万 円 以 上 の も の 及 び 一 件 当 た り の 金 額 が 五 万 円 未 満 の

も の の う ち 第 十 三 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 政 党 か ら の 支 出 で 当 該

政 党 に 所 属 し て い る 衆 議 院 議 員 又 は 参 議 院 議 員 に 係 る 公 職 の 候 補

者 に 対 す る も の 」 と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 一 一 

 （ 会 計 帳 簿 等 の 保 存 ） 
第 十 六 条 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 （ 政 治 団 体 が 次 条 第 一 項 の 規 定 に

該 当 す る 場 合 に あ つ て は 、 当 該 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 で あ つ た 者 。

次 項 に お い て 同 じ 。 ） は 、 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 及 び 振 込 明

細 書 を 、 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り こ れ ら に 係 る 報 告 書 が 公 表

さ れ た 日 か ら 三 年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

 

２ 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 第 二 十 二 条 の 五 第 二 項 の 規 定 に よ る

通 知 を 受 け た と き は 、 当 該 通 知 に 係 る 文 書 を 、 第 二 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 当 該 通 知 に 係 る 同 項 に 規 定 す る 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日

か ら 三 年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 解 散 の 届 出 等 ） 

第 十 七 条 政 治 団 体 が 解 散 し 、 又 は 目 的 の 変 更 そ の 他 に よ り 政 治 団

体 で な く な つ た と き は 、 そ の 代 表 者 及 び 会 計 責 任 者 で あ つ た 者 は 、

そ の 日 か ら 三 十 日 以 内 に 、 そ の 旨 及 び 年 月 日 を 、 第 六 条 第 一 項 各

号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 又 は

総 務 大 臣 に 文 書 で 届 け 出 る と と も に 、 そ の 日 現 在 で 、 第 十 二 条 第

一 項 の 規 定 の 例 に よ り 報 告 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 （ 会 計 帳 簿 等 の 保 存 ） 

第 十 六 条 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 （ 政 治 団 体 が 次 条 第 一 項 の 規 定 に

該 当 す る 場 合 に あ つ て は 、 当 該 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 で あ つ た 者 。

次 項 に お い て 同 じ 。 ） は 、 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 及 び 振 込 明

細 書 を 、 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り こ れ ら に 係 る 報 告 書 の 要 旨

が 公 表 さ れ た 日 か ら 三 年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な

い 。 

２ 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 第 二 十 二 条 の 五 第 二 項 の 規 定 に よ る

通 知 を 受 け た と き は 、 当 該 通 知 に 係 る 文 書 を 、 第 二 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 当 該 通 知 に 係 る 同 項 に 規 定 す る 報 告 書 の 要 旨 が 公 表 さ

れ た 日 か ら 三 年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 解 散 の 届 出 等 ） 

第 十 七 条 政 治 団 体 が 解 散 し 、 又 は 目 的 の 変 更 そ の 他 に よ り 政 治 団

体 で な く な つ た と き は 、 そ の 代 表 者 及 び 会 計 責 任 者 で あ つ た 者 は 、

そ の 日 か ら 三 十 日 以 内 に 、 そ の 旨 及 び 年 月 日 を 、 第 六 条 第 一 項 各

号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 又 は

総 務 大 臣 に 文 書 で 届 け 出 る と と も に 、 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 の 例

に よ り 、 そ の 日 現 在 で 、 収 入 及 び 支 出 並 び に 資 産 等 に 関 す る 事 項

を 記 載 し た 報 告 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

２ ・ ３ （ 略 ） 



 

 

一 二 

４ 第 十 二 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で 、 第 十 三 条 か ら 第 十 四 条 ま で の

規 定 は 第 一 項 の 報 告 書 に つ い て 、 第 七 条 の 二 第 三 項 の 規 定 は 前 項

の 規 定 に よ り 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 が 公 表 を 都 道 府 県 の 公 報

へ の 掲 載 に よ り 行 つ た と き に つ い て 、 そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 

 

 （ 政 治 団 体 の 支 部 ） 

第 十 八 条 政 治 団 体 （ 政 治 資 金 団 体 を 除 く 。 ） が 支 部 を 有 す る 場 合 に

は 、 当 該 政 治 団 体 の 本 部 及 び 支 部 は 、 そ れ ぞ れ 一 の 政 治 団 体 と み

な し て こ の 章 の 規 定 （ こ れ に 係 る 罰 則 を 含 む 。 ） を 適 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 第 六 条 第 五 項 、 第 六 条 の 二 、 第 七 条 の 二 第 四 項 、

第 十 三 条 の 二 （ 前 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 十

四 条 （ 前 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 次 条 の 規 定

は 、 当 該 政 治 団 体 の 支 部 に つ い て は 適 用 が な い も の と し 、 第 九 条

第 一 項 第 一 号 リ 中 「 そ の 他 の 収 入 」 と あ る の は 「 そ の 他 の 収 入 （ 寄

附 並 び に イ 、 ホ 及 び チ の 収 入 並 び に 第 十 八 条 第 三 項 に 規 定 す る 交

付 金 以 外 の 収 入 を い う 。 ） 」 と 、 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 ヌ 中 「 リ の

収 入 」 と あ る の は 「 リ の 収 入 並 び に 第 十 八 条 第 四 項 に 規 定 す る 交

付 金 」 と し 、 そ の 他 の こ の 章 の 規 定 の 当 該 政 治 団 体 の 本 部 及 び 支

部 に つ い て の 適 用 に 関 し 必 要 な 技 術 的 読 替 え そ の 他 必 要 な 事 項

は 、 政 令 で 定 め る 。 

２ ～ ５ （ 略 ） 

４ 第 十 二 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で 、 第 十 三 条 及 び 第 十 四 条 の 規 定

は 第 一 項 の 報 告 書 に つ い て 、 第 七 条 の 二 第 二 項 の 規 定 は 前 項 の 規

定 に よ り 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 が 公 表 を 都 道 府 県 の 公 報 へ の

掲 載 に よ り 行 つ た と き に つ い て 、 そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 

 

 （ 政 治 団 体 の 支 部 ） 

第 十 八 条 政 治 団 体 （ 政 治 資 金 団 体 を 除 く 。 ） が 支 部 を 有 す る 場 合 に

は 、 当 該 政 治 団 体 の 本 部 及 び 支 部 は 、 そ れ ぞ れ 一 の 政 治 団 体 と み

な し て こ の 章 の 規 定 （ こ れ に 係 る 罰 則 を 含 む 。 ） を 適 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 第 六 条 第 五 項 、 第 六 条 の 二 、 第 七 条 の 二 第 三 項 、

第 十 四 条 （ 前 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 次 条 の

規 定 は 、 当 該 政 治 団 体 の 支 部 に つ い て は 適 用 が な い も の と し 、 第

九 条 第 一 項 第 一 号 リ 中 「 そ の 他 の 収 入 」 と あ る の は 「 そ の 他 の 収

入 （ 寄 附 並 び に イ 、 ホ 及 び チ の 収 入 並 び に 第 十 八 条 第 三 項 に 規 定

す る 交 付 金 以 外 の 収 入 を い う 。 ） 」 と 、 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 ヌ 中

「 リ の 収 入 」 と あ る の は 「 リ の 収 入 並 び に 第 十 八 条 第 四 項 に 規 定

す る 交 付 金 」 と し 、 そ の 他 の こ の 章 の 規 定 の 当 該 政 治 団 体 の 本 部

及 び 支 部 に つ い て の 適 用 に 関 し 必 要 な 技 術 的 読 替 え そ の 他 必 要 な

事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

２ ～ ５ （ 略 ） 
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 （ 政 治 団 体 以 外 の 者 が 特 定 パ ー テ ィ ー を 開 催 す る 場 合 の 特 例 ） 

第 十 八 条 の 二 政 治 団 体 以 外 の 者 が 特 定 パ ー テ ィ ー に な る と 見 込 ま

れ る 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー を 開 催 す る 場 合 に は 、 当 該 政 治 団 体 以 外

の 者 は 、 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー に つ い て は 、 当 該 政 治 資 金 パ ー

テ ィ ー を 開 催 し よ う と す る 時 か ら 政 治 団 体 と み な し て 、 こ の 章 （ 第

六 条 第 五 項 、 第 六 条 の 二 、 第 七 条 第 二 項 、 第 七 条 の 二 、 第 十 二 条

第 一 項 第 三 号 及 び 第 三 項 、 第 十 三 条 の 二 、 第 十 四 条 、 第 十 六 条 第

二 項 、 第 十 七 条 第 三 項 並 び に 前 条 の 規 定 を 除 く 。 ） の 規 定 （ こ れ に

係 る 罰 則 を 含 む 。 ） を 適 用 す る 。 政 治 団 体 以 外 の 者 が 開 催 す る 政 治

資 金 パ ー テ ィ ー が 特 定 パ ー テ ィ ー に な つ た と き も 、 同 様 と す る 。 

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 第 六 条 第 一 項 中 「 そ の 組 織 の 日 又 は 第 三

条 第 一 項 各 号 若 し く は 前 条 第 一 項 各 号 の 団 体 と な つ た 日 （ 同 項 第

二 号 の 団 体 に あ つ て は 次 条 第 二 項 前 段 の 規 定 に よ る 届 出 が さ れ た

日 、 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 と し

て 新 た に 組 織 さ れ 又 は 新 た に 政 治 団 体 と な つ た 団 体 に あ つ て は 第

十 九 条 の 八 第 一 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た 日 ） 」 と あ る の は 「 第

十 八 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 政 治 団 体 以 外 の 者 が 政 治 団 体 と み

な さ れ る こ と と な つ た 日 」 と 、 「 主 と し て そ の 活 動 を 行 う 区 域 」 と

あ る の は 「 開 催 す る 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 場 所 」 と 、 同 項 第

一 号 及 び 第 二 号 中 「 主 と し て そ の 活 動 を 行 う 」 と あ る の は 「 政 治

 

 （ 政 治 団 体 以 外 の 者 が 特 定 パ ー テ ィ ー を 開 催 す る 場 合 の 特 例 ） 

第 十 八 条 の 二 政 治 団 体 以 外 の 者 が 特 定 パ ー テ ィ ー に な る と 見 込 ま

れ る 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー を 開 催 す る 場 合 に は 、 当 該 政 治 団 体 以 外

の 者 は 、 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー に つ い て は 、 当 該 政 治 資 金 パ ー

テ ィ ー を 開 催 し よ う と す る 時 か ら 政 治 団 体 と み な し て 、 こ の 章 （ 第

六 条 第 五 項 、 第 六 条 の 二 、 第 七 条 の 二 、 第 十 二 条 第 一 項 第 三 号 及

び 第 三 項 、 第 十 四 条 、 第 十 六 条 第 二 項 、 第 十 七 条 第 三 項 並 び に 前

条 の 規 定 を 除 く 。 ） の 規 定 （ こ れ に 係 る 罰 則 を 含 む 。 ） を 適 用 す る 。

政 治 団 体 以 外 の 者 が 開 催 す る 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー が 特 定 パ ー テ ィ

ー に な つ た と き も 、 同 様 と す る 。 

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 第 六 条 第 一 項 中 「 そ の 組 織 の 日 又 は 第 三

条 第 一 項 各 号 若 し く は 前 条 第 一 項 各 号 の 団 体 と な つ た 日 （ 同 項 第

二 号 の 団 体 に あ つ て は 次 条 第 二 項 前 段 の 規 定 に よ る 届 出 が さ れ た

日 、 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 と し

て 新 た に 組 織 さ れ 又 は 新 た に 政 治 団 体 と な つ た 団 体 に あ つ て は 第

十 九 条 の 八 第 一 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た 日 ） 」 と あ る の は 「 第

十 八 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 政 治 団 体 以 外 の 者 が 政 治 団 体 と み

な さ れ る こ と と な つ た 日 」 と 、 「 主 と し て そ の 活 動 を 行 う 区 域 」 と

あ る の は 「 開 催 す る 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 場 所 」 と 、 同 項 第

一 号 及 び 第 二 号 中 「 主 と し て そ の 活 動 を 行 う 」 と あ る の は 「 政 治
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資 金 パ ー テ ィ ー を 開 催 す る 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 綱 領 、 党 則 、 規

約 」 と あ る の は 「 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 名 称 、 開 催 年 月 日 及

び 開 催 場 所 並 び に 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 に 係 る 収 入 の 予

定 金 額 及 び 当 該 対 価 に 係 る 収 入 の 金 額 か ら 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ

ー に 要 す る 経 費 の 金 額 を 差 し 引 い た 残 額 を 支 出 す る こ と と さ れ て

い る 者 の 氏 名 （ そ の 者 が 団 体 で あ る 場 合 に は 、 そ の 名 称 ） を 記 載

し た 文 書 」 と 、 「 綱 領 等 」 と あ る の は 「 開 催 計 画 書 等 」 と 、 同 条 第

四 項 中 「 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 一 項 及 び 第 二 項 」 と 、 第 六 条 の

三 中 「 主 と し て 活 動 を 行 う 区 域 」 と あ る の は 「 政 治 資 金 パ ー テ ィ

ー の 開 催 場 所 」 と 、 第 七 条 第 一 項 中 「 綱 領 等 」 と あ る の は 「 開 催

計 画 書 等 」 と 、 第 八 条 中 「 政 治 活 動 （ 選 挙 運 動 を 含 む 。 ） 」 と あ る

の は 「 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 」 と 、 「 寄 附 」 と あ る の は 「 当 該

政 治 資 金 パ ー テ ィ ー に 係 る 対 価 の 支 払 」 と 、 第 八 条 の 三 中 「 そ の

有 す る 」 と あ る の は 「 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 に 関 し て さ れ た

収 入 に 係 る 金 銭 等 の 全 部 又 は 一 部 に 相 当 す る 」 と 、 第 九 条 第 一 項

中 「 政 治 団 体 に 係 る 」 と あ る の は 「 政 治 団 体 の 開 催 す る 政 治 資 金

パ ー テ ィ ー に 係 る 」 と 、 第 十 二 条 第 一 項 中 「 の 会 計 責 任 者 」 と あ

る の は 「 の 代 表 者 及 び 会 計 責 任 者 」 と 、 「 毎 年 十 二 月 三 十 一 日 現 在

で 、 当 該 政 治 団 体 に 係 る そ の 年 に お け る 収 入 、 支 出 そ の 他 の 事 項

で 次 に 掲 げ る も の 」 と あ る の は 「 当 該 政 治 団 体 の 開 催 し た 政 治 資

金 パ ー テ ィ ー に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 」 と 、 「 そ の 日 の 翌 日 か ら 三 月

資 金 パ ー テ ィ ー を 開 催 す る 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 綱 領 、 党 則 、 規

約 」 と あ る の は 「 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 名 称 、 開 催 年 月 日 及

び 開 催 場 所 並 び に 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 に 係 る 収 入 の 予

定 金 額 及 び 当 該 対 価 に 係 る 収 入 の 金 額 か ら 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ

ー に 要 す る 経 費 の 金 額 を 差 し 引 い た 残 額 を 支 出 す る こ と と さ れ て

い る 者 の 氏 名 （ そ の 者 が 団 体 で あ る 場 合 に は 、 そ の 名 称 ） を 記 載

し た 文 書 」 と 、 「 綱 領 等 」 と あ る の は 「 開 催 計 画 書 等 」 と 、 同 条 第

四 項 中 「 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 一 項 及 び 第 二 項 」 と 、 第 六 条 の

三 中 「 主 と し て 活 動 を 行 う 区 域 」 と あ る の は 「 政 治 資 金 パ ー テ ィ

ー の 開 催 場 所 」 と 、 第 七 条 第 一 項 中 「 綱 領 等 」 と あ る の は 「 開 催

計 画 書 等 」 と 、 第 八 条 中 「 政 治 活 動 （ 選 挙 運 動 を 含 む 。 ） 」 と あ る

の は 「 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 」 と 、 「 寄 附 」 と あ る の は 「 当 該

政 治 資 金 パ ー テ ィ ー に 係 る 対 価 の 支 払 」 と 、 第 八 条 の 三 中 「 そ の

有 す る 」 と あ る の は 「 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 に 関 し て さ れ た

収 入 に 係 る 金 銭 等 の 全 部 又 は 一 部 に 相 当 す る 」 と 、 第 九 条 第 一 項

中 「 政 治 団 体 に 係 る 」 と あ る の は 「 政 治 団 体 の 開 催 す る 政 治 資 金

パ ー テ ィ ー に 係 る 」 と 、 第 十 二 条 第 一 項 中 「 の 会 計 責 任 者 」 と あ

る の は 「 の 代 表 者 及 び 会 計 責 任 者 」 と 、 「 毎 年 十 二 月 三 十 一 日 現 在

で 、 当 該 政 治 団 体 に 係 る そ の 年 に お け る 収 入 、 支 出 そ の 他 の 事 項

で 次 に 掲 げ る も の 」 と あ る の は 「 当 該 政 治 団 体 の 開 催 し た 政 治 資

金 パ ー テ ィ ー に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 」 と 、 「 そ の 日 の 翌 日 か ら 三 月



 一 五 

以 内 （ そ の 間 に 衆 議 院 議 員 の 総 選 挙 又 は 参 議 院 議 員 の 通 常 選 挙 の

公 示 の 日 か ら 選 挙 の 期 日 ま で の 期 間 が か か る 場 合 （ 第 二 十 条 第 一

項 に お い て 「 報 告 書 の 提 出 期 限 が 延 長 さ れ る 場 合 」 と い う 。 ） に は 、

四 月 以 内 ） 」 と あ る の は 「 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 終 了 し た 日 か

ら 三 月 以 内 」 と 、 同 項 第 一 号 中 「 全 て の 収 入 」 と あ る の は 「 全 て

の 収 入 （ 予 定 さ れ る 収 入 を 含 む 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） 」 と 、

同 号 ロ 及 び ハ 中 「 年 間 五 万 円 」 と あ る の は 「 五 万 円 」 と 、 同 号 ト

及 び チ 中 「 そ の 年 に お け る 対 価 」 と あ る の は 「 当 該 対 価 」 と 、 同

項 第 二 号 中 「 全 て の 支 出 」 と あ る の は 「 全 て の 支 出 （ 予 定 さ れ る

支 出 を 含 む 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 支

出 に つ い て 」 と あ る の は 「 支 出 （ 予 定 さ れ る 支 出 を 除 く 。 ） に つ い

て 」 と 、 第 十 六 条 第 一 項 中 「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 十 八 条

の 二 第 四 項 」 と 、 第 十 七 条 第 一 項 中 「 政 治 団 体 が 解 散 し 、 又 は 目

的 の 変 更 そ の 他 に よ り 政 治 団 体 で な く な つ た と き 」 と あ る の は 「 第

十 八 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 政 治 団 体 と み な さ れ る 政 治 団 体 以

外 の 者 が 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 た 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー

の 開 催 を 中 止 し た と き 」 と 、 「 会 計 責 任 者 で あ つ た 者 」 と あ る の は

「 会 計 責 任 者 （ 報 告 書 の 記 載 に 係 る 部 分 に 限 り 、 会 計 責 任 者 の 職

務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 ） 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 第 十 二 条 第 一 項 」

と あ る の は 「 第 十 二 条 第 一 項 又 は 前 項 」 と 、 「 提 出 し な い 場 合 に お

い て 、 当 該 政 治 団 体 が 当 該 提 出 期 限 ま で に 当 該 提 出 期 限 の 属 す る

以 内 （ そ の 間 に 衆 議 院 議 員 の 総 選 挙 又 は 参 議 院 議 員 の 通 常 選 挙 の

公 示 の 日 か ら 選 挙 の 期 日 ま で の 期 間 が か か る 場 合 （ 第 二 十 条 第 一

項 に お い て 「 報 告 書 の 提 出 期 限 が 延 長 さ れ る 場 合 」 と い う 。 ） に は 、

四 月 以 内 ） 」 と あ る の は 「 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 終 了 し た 日 か

ら 三 月 以 内 」 と 、 同 項 第 一 号 中 「 す べ て の 収 入 」 と あ る の は 「 す

べ て の 収 入 （ 予 定 さ れ る 収 入 を 含 む 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） 」

と 、 同 号 ロ 及 び ハ 中 「 年 間 五 万 円 」 と あ る の は 「 五 万 円 」 と 、 同

号 ト 及 び チ 中 「 そ の 年 に お け る 対 価 」 と あ る の は 「 当 該 対 価 」 と 、

同 項 第 二 号 中 「 す べ て の 支 出 」 と あ る の は 「 す べ て の 支 出 （ 予 定

さ れ る 支 出 を 含 む 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） 」 と 、 同 条 第 二 項

中 「 支 出 に つ い て 」 と あ る の は 「 支 出 （ 予 定 さ れ る 支 出 を 除 く 。 ）

に つ い て 」 と 、 第 十 六 条 第 一 項 中 「 次 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第

十 八 条 の 二 第 四 項 」 と 、 第 十 七 条 第 一 項 中 「 政 治 団 体 が 解 散 し 、

又 は 目 的 の 変 更 そ の 他 に よ り 政 治 団 体 で な く な つ た と き 」 と あ る

の は 「 第 十 八 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 政 治 団 体 と み な さ れ る 政

治 団 体 以 外 の 者 が 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 た 政 治 資 金 パ

ー テ ィ ー の 開 催 を 中 止 し た と き 」 と 、 「 会 計 責 任 者 で あ つ た 者 」 と

あ る の は 「 会 計 責 任 者 （ 報 告 書 の 記 載 に 係 る 部 分 に 限 り 、 会 計 責

任 者 の 職 務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 ） 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 第 十 二 条

第 一 項 」 と あ る の は 「 第 十 二 条 第 一 項 又 は 前 項 」 と 、 「 提 出 し な い

場 合 に お い て 、 当 該 政 治 団 体 が 当 該 提 出 期 限 ま で に 当 該 提 出 期 限



 

 

一 六 

年 の 前 年 に お い て 同 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 報 告 書 を も 提 出 し

て い な い も の で あ る と き 」 と あ る の は 「 提 出 し な い と き 」 と 、 第

二 十 三 条 中 「 寄 附 」 と あ る の は 「 対 価 の 支 払 」 と し 、 そ の 他 の こ

の 章 の 規 定 の 当 該 政 治 団 体 以 外 の 者 に つ い て の 適 用 に 関 し 必 要 な

技 術 的 読 替 え そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

３ ・ ４ （ 略 ） 

 

 （ 資 金 管 理 団 体 に 対 す る 寄 附 に 係 る 通 知 ） 

第 十 九 条 の 三 （ 略 ） 

２ 資 金 管 理 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た

と き は 、 当 該 通 知 に 係 る 文 書 を 、 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当

該 通 知 に 係 る 同 項 に 規 定 す る 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 三 年 を 経

過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 ） 

第 十 九 条 の 七 こ の 節 に お い て 「 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 」 と は 、 次

に 掲 げ る 政 治 団 体 （ 政 党 及 び 政 治 資 金 団 体 を 除 く 。 ） を い う 。 

 

 一 ・ 二 （ 略 ） 

 

 

の 属 す る 年 の 前 年 に お い て 同 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 報 告 書 を

も 提 出 し て い な い も の で あ る と き 」 と あ る の は 「 提 出 し な い と き 」

と 、 第 二 十 三 条 中 「 寄 附 」 と あ る の は 「 対 価 の 支 払 」 と し 、 そ の

他 の こ の 章 の 規 定 の 当 該 政 治 団 体 以 外 の 者 に つ い て の 適 用 に 関 し

必 要 な 技 術 的 読 替 え そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

３ ・ ４ （ 略 ） 

 

 （ 資 金 管 理 団 体 に 対 す る 寄 附 に 係 る 通 知 ） 

第 十 九 条 の 三 （ 略 ） 

２ 資 金 管 理 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た

と き は 、 当 該 通 知 に 係 る 文 書 を 、 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当

該 通 知 に 係 る 同 項 に 規 定 す る 報 告 書 の 要 旨 が 公 表 さ れ た 日 か ら 三

年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 ） 

第 十 九 条 の 七 こ の 節 に お い て 「 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 」 と は 、 次

に 掲 げ る 政 治 団 体 （ 政 党 及 び 第 五 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 団 体 を 除

く 。 ） を い う 。 

 一 衆 議 院 議 員 又 は 参 議 院 議 員 に 係 る 公 職 の 候 補 者 が 代 表 者 で あ

る 政 治 団 体 

 二 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 四 十 一 条



 一 七 

 

 

 

 三 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 団 体 

２ （ 略 ） 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 通 知 ） 

第 十 九 条 の 八 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 金 銭 の 保 管 ） 

第 十 九 条 の 八 の 二 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 は 、 そ の 有 す る 金 銭 に つ

い て は 、 第 八 条 の 三 第 二 号 又 は 第 三 号 に 掲 げ る 方 法 に よ る 運 用 に

係 る も の を 除 き 、 銀 行 そ の 他 の 金 融 機 関 へ の 預 金 又 は 貯 金 の 方 法

に よ り 保 管 す る も の と す る 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 報 告 書 の 記 載 等 ） 

第 十 九 条 の 十 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 （ 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 第 十 二 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 （ こ れ ら

の 事 項 が な い と き は 、 そ の 旨 ） を 報 告 書 に 記 載 す べ き 年 に お い て

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ つ た も の を 含 む 。 次 条 か ら 第 十 九 条 の

の 十 八 第 一 項 第 四 号 に 該 当 す る 政 治 団 体 の う ち 、 特 定 の 衆 議 院

議 員 又 は 参 議 院 議 員 に 係 る 公 職 の 候 補 者 を 推 薦 し 、 又 は 支 持 す

る こ と を 本 来 の 目 的 と す る 政 治 団 体 

 （ 新 設 ） 

２ （ 略 ） 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 通 知 ） 

第 十 九 条 の 八 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 報 告 書 の 記 載 等 ） 
第 十 九 条 の 十 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 （ 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 に 記 載 す べ き 収 入 及 び 支 出 が あ つ た

年 に お い て 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ つ た も の を 含 む 。 次 条 か ら

第 十 九 条 の 十 五 ま で に お い て 同 じ 。 ） の 会 計 責 任 者 が 政 治 団 体 の 会
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十 五 ま で 及 び 第 十 九 条 の 十 六 の 二 に お い て 同 じ 。 ） の 会 計 責 任 者 が

政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 と し て 行 う 第 十 二 条 第 一 項 及 び 第 二 項 又 は

第 十 七 条 第 一 項 及 び 第 四 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 及 び 領 収 書 等 の 写

し の 提 出 に 係 る 第 十 二 条 第 一 項 及 び 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 第 十 二 条 第 一 項 中 「 三 月 以 内 」 と あ る の は 「 五 月 以

内 」 と 、 「 四 月 以 内 」 と あ る の は 「 六 月 以 内 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 経

費 以 外 の 経 費 の 支 出 」 と あ る の は 「 経 費 以 外 の 経 費 （ 第 十 九 条 の

七 第 一 項 に 規 定 す る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る 間 に 行 つ た 支 出

に あ つ て は 、 人 件 費 以 外 の 経 費 ） の 支 出 」 と 、 「 五 万 円 以 上 の 」 と

あ る の は 「 一 万 円 を 超 え る 」 と 、 第 十 七 条 第 一 項 中 「 三 十 日 以 内 」

と あ る の は 「 六 十 日 以 内 」 と す る 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明

細 書 等 の 作 成 ） 

第 十 九 条 の 十 一 （ 略 ） 

（ 削 る ） 

 

 

 

 （ 翌 年 へ の 繰 越 し の 金 額 の 確 認 等 ） 

第 十 九 条 の 十 一 の 二 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 第 十

計 責 任 者 と し て 行 う 第 十 二 条 第 一 項 及 び 第 二 項 又 は 第 十 七 条 第 一

項 及 び 第 四 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 及 び 領 収 書 等 の 写 し の 提 出 に 係

る 第 十 二 条 第 一 項 及 び 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

第 十 二 条 第 一 項 中 「 三 月 以 内 」 と あ る の は 「 五 月 以 内 」 と 、 「 四 月

以 内 」 と あ る の は 「 六 月 以 内 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 経 費 以 外 の 経

費 の 支 出 」 と あ る の は 「 経 費 以 外 の 経 費 （ 第 十 九 条 の 七 第 一 項 に

規 定 す る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る 間 に 行 つ た 支 出 に あ つ て

は 、 人 件 費 以 外 の 経 費 ） の 支 出 」 と 、 「 五 万 円 以 上 の 」 と あ る の は

「 一 万 円 を 超 え る 」 と 、 第 十 七 条 第 一 項 中 「 三 十 日 以 内 」 と あ る

の は 「 六 十 日 以 内 」 と す る 。 

 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明

細 書 等 の 作 成 ） 

第 十 九 条 の 十 一 （ 略 ） 

２ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 に 係 る 第 十 六 条 第 一 項 の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 及 び 振 込 明 細 書 」 と あ る の は 、 「 、

振 込 明 細 書 及 び 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明 細 書 等 」 と す る 。 

 

 

（ 新 設 ） 



 一 九 

九 条 の 十 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 政 治 資 金 監 査 を 受 け る ま で の 間

に 、 総 務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 に 記 載 す べ き 翌 年 へ の 繰 越 し の 金 額

が 、 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 （ こ れ ら

の 事 項 が な い と き は 、 そ の 旨 ） を 報 告 書 に 記 載 す べ き 年 の 十 二 月

三 十 一 日 又 は 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 が 解 散 し 若 し く は 政 治 団

体 で な く な つ た 日 に お け る 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 預 金 又 は

貯 金 の 口 座 の 残 高 を 確 認 す る こ と が で き る 書 類 （ 以 下 「 残 高 確 認

書 」 と い う 。 ） に 記 載 さ れ た 残 高 の 額 （ 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

が 二 以 上 の 口 座 を 有 す る 場 合 に は 、 そ の 合 計 額 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） と 一 致 し て い る か ど う か を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 確 認

に よ り 同 項 の 翌 年 へ の 繰 越 し の 金 額 が 同 項 の 残 高 の 額 と 一 致 し な

い こ と が 判 明 し た と き は 、 第 十 九 条 の 十 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 政

治 資 金 監 査 を 受 け る ま で の 間 に 、 総 務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

そ の 旨 及 び そ の 理 由 を 記 載 し た 書 面 （ 以 下 「 差 額 説 明 書 」 と い う 。 ）

を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 会 計 帳 簿 等 の 保 存 ） 

第 十 九 条 の 十 一 の 三 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 に 係 る 第

十 六 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 及 び 振 込 明 細 書 」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 



 

 

二 〇 

と あ る の は 、 「 、 振 込 明 細 書 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明 細

書 等 、 第 十 九 条 の 十 一 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 残 高 確 認 書 及 び 同 条

第 二 項 に 規 定 す る 差 額 説 明 書 」 と す る 。 

 

 （ 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に つ い

て の 適 用 ） 

第 十 九 条 の 十 二 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政

治 団 体 に つ い て は 、 第 十 九 条 の 九 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第

十 一 条 、 第 十 九 条 の 十 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第 十 二 条 第 一

項 第 二 号 、 同 条 第 二 項 、 前 条 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第 十 六

条 第 一 項 及 び 第 十 九 条 の 八 の 二 の 規 定 は 、 第 六 条 第 一 項 又 は 第 七

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る 旨 の 届 出

を し た 日 か ら 適 用 す る 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者 に よ る 収 支 報 告 書 に 関 す る 監 督 ） 

第 十 九 条 の 十 二 の 二 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者 は 、 第 十 二 条

第 一 項 の 報 告 書 の 記 載 に 係 る 会 計 責 任 者 の 職 務 が こ の 法 律 の 規 定

に 従 つ て 行 わ れ る よ う 、 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者

を 監 督 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者 に よ る 随 時 又 は 定 期 の 確 認 ） 

 

 

 

 

 （ 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に つ い

て の 適 用 ） 

第 十 九 条 の 十 二 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政

治 団 体 に つ い て は 、 第 十 九 条 の 九 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第

十 一 条 、 第 十 九 条 の 十 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第 十 二 条 第 一

項 第 二 号 、 同 条 第 二 項 及 び 前 条 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す

る 第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 は 、 第 六 条 第 一 項 又 は 第 七 条 第 一 項 の 規

定 に よ り 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る 旨 の 届 出 を し た 日 か ら

適 用 す る 。 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 



 二 一 

第 十 九 条 の 十 二 の 三 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者 は 、 随 時 又 は

定 期 に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。 

 一 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出

の 明 細 書 等 、 振 込 明 細 書 、 残 高 確 認 書 及 び 差 額 説 明 書 が 保 存 さ

れ て い る こ と 。 

 二 会 計 帳 簿 に は 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 収 入 及 び 支 出

の 状 況 が 記 載 さ れ て お り 、 か つ 、 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の

会 計 責 任 者 が 当 該 会 計 帳 簿 を 備 え て い る こ と 。 

 

 （ 登 録 政 治 資 金 監 査 人 に よ る 政 治 資 金 監 査 ） 

第 十 九 条 の 十 三 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 政 治 団 体

の 会 計 責 任 者 と し て 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書

を 提 出 す る と き は 、 あ ら か じ め 、 当 該 報 告 書 並 び に 当 該 報 告 書 に

係 る 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出

の 明 細 書 等 、 振 込 明 細 書 、 残 高 確 認 書 及 び 差 額 説 明 書 に つ い て 、

政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 が 行 う 政 治 資 金 監 査 に 関 す る 研 修 を 修 了 し

た 登 録 政 治 資 金 監 査 人 （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 単 に 「 登 録

政 治 資 金 監 査 人 」 と い う 。 ） の 政 治 資 金 監 査 を 受 け な け れ ば な ら な

い 。 

２ 前 項 の 政 治 資 金 監 査 は 、 政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 が 定 め る 政 治 資

金 監 査 に 関 す る 具 体 的 な 指 針 に 基 づ き 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 に

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 登 録 政 治 資 金 監 査 人 に よ る 政 治 資 金 監 査 ） 

第 十 九 条 の 十 三 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 政 治 団 体

の 会 計 責 任 者 と し て 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書

を 提 出 す る と き は 、 あ ら か じ め 、 当 該 報 告 書 並 び に 当 該 報 告 書 に

係 る 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出

の 明 細 書 等 及 び 振 込 明 細 書 に つ い て 、 政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 が 行

う 政 治 資 金 監 査 に 関 す る 研 修 を 修 了 し た 登 録 政 治 資 金 監 査 人 （ 以

下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 単 に 「 登 録 政 治 資 金 監 査 人 」 と い う 。 ）

の 政 治 資 金 監 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

 

２ 前 項 の 政 治 資 金 監 査 は 、 政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 が 定 め る 政 治 資

金 監 査 に 関 す る 具 体 的 な 指 針 に 基 づ き 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 に



 

 

二 二 

つ い て 行 う も の と す る 。 

 一 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出

の 明 細 書 等 、 振 込 明 細 書 、 残 高 確 認 書 及 び 差 額 説 明 書 が 保 存 さ

れ て い る こ と 。 

 二 ～ 四 （ 略 ） 

 五 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書 は 、 残 高 確 認 書

及 び 差 額 説 明 書 に 基 づ い て 翌 年 へ の 繰 越 し の 状 況 が 表 示 さ れ て

い る こ と 。 

３ ～ ６ （ 略 ） 

 

 （ 政 治 資 金 監 査 報 告 書 の 提 出 ） 

第 十 九 条 の 十 四 （ 略 ） 

 

 

 

 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者 に よ る 報 告 書 提 出 時 の 確 認 等 ） 

第 十 九 条 の 十 四 の 二 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 政 治

団 体 の 会 計 責 任 者 と し て 第 十 二 条 第 一 項 の 報 告 書 を 提 出 す る と き

は 、 あ ら か じ め 、 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者 に 対 し 、 当

つ い て 行 う も の と す る 。 

 一 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出

の 明 細 書 等 及 び 振 込 明 細 書 が 保 存 さ れ て い る こ と 。 

 

 二 ～ 四 （ 略 ） 

 （ 新 設 ） 

 

 

３ ～ ６ （ 略 ） 

 

 （ 政 治 資 金 監 査 報 告 書 の 提 出 ） 

第 十 九 条 の 十 四 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 政 治 団 体

の 会 計 責 任 者 と し て 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書

を 提 出 す る と き は 、 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 登 録 政 治 資 金 監 査 人

が 作 成 し た 政 治 資 金 監 査 報 告 書 を 当 該 報 告 書 に 併 せ て 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 



 二 三 

該 報 告 書 が こ の 法 律 の 規 定 に 従 つ て 作 成 さ れ て い る こ と に つ い

て 、 当 該 報 告 書 及 び こ れ に 併 せ て 提 出 す べ き 書 面 を 示 し て 説 明 し

な け れ ば な ら な い 。 

２ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者 は 、 第 十 九 条 の 十 二 の 三 の 規 定

に よ る 確 認 の 結 果 及 び 前 項 の 規 定 に よ る 説 明 の 内 容 並 び に 第 十 九

条 の 十 三 第 三 項 の 政 治 資 金 監 査 報 告 書 に 基 づ き 、 当 該 国 会 議 員 関

係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 が こ の 法 律 の 規 定 に 従 つ て 第 十 二 条 第 一

項 の 報 告 書 を 作 成 し て い る こ と を 確 認 し 、 そ の 旨 を 記 載 し た 確 認

書 を 会 計 責 任 者 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 前 項 の 確 認 書 の 様 式 は 、 総 務 省 令 で 定 め る 。 

４ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者

と し て 第 十 二 条 第 一 項 の 報 告 書 を 提 出 す る と き は 、 第 二 項 の 規 定

に よ り 交 付 さ れ た 確 認 書 を 当 該 報 告 書 に 添 付 し な け れ ば な ら な

い 。 

 

 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う 報 告 書 等 の 提 出 ） 

第 十 九 条 の 十 五 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 第 十 九 条

の 十 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 及 び 第 十 九 条 の 十 四 の 規 定 に よ る 政 治 資

金 監 査 報 告 書 の 提 出 並 び に 前 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 確 認 書 の 添 付

に つ い て は 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う 報 告 書 等 の 提 出 ） 

第 十 九 条 の 十 五 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 第 十 九 条

の 十 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 及 び 前 条 の 規 定 に よ る 政 治 資 金 監 査 報 告

書 の 提 出 に つ い て は 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関

す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に



 

 

二 四 

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項

に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う よ う 努 め

る も の と す る 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 少 額 領 収 書 等 の 写 し の 開 示 ） 

第 十 九 条 の 十 六 何 人 も 、 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に つ い て 、 第 二 十

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 三 年 間 、 当 該 報

告 書 を 受 理 し た 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 に 対 し 、

当 該 報 告 書 に 係 る 支 出 （ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 支 出 に 限 る 。 ） の う ち 、

第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 領 収 書 等 の 写 し に 係 る 支

出 以 外 の 支 出 に 係 る 領 収 書 等 の 写 し （ 以 下 こ の 条 及 び 第 三 十 二 条

第 一 号 に お い て 「 少 額 領 収 書 等 の 写 し 」 と い う 。 ） の 開 示 を 請 求 す

る こ と が で き る 。 た だ し 、 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で な い 間 に 行 つ

た 支 出 に 係 る 少 額 領 収 書 等 の 写 し に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。 

 

２ ～ 2
2  （ 略 ） 

 

 （ 国 庫 に 対 す る 納 付 に 係 る 公 職 選 挙 法 の 特 例 ） 

第 十 九 条 の 十 六 の 二 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 国 会

議 員 関 係 政 治 団 体 の 報 告 書 （ 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 公 表 さ

れ た 日 に お け る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 記 載 す

よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う

よ う 努 め る も の と す る 。 

 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 少 額 領 収 書 等 の 写 し の 開 示 ） 

第 十 九 条 の 十 六 何 人 も 、 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に つ い て 、 第 二 十

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 の 要 旨 が 公 表 さ れ た 日 か ら 三 年 間 、

当 該 報 告 書 を 受 理 し た 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 に

対 し 、 当 該 報 告 書 に 係 る 支 出 （ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 支 出 に 限 る 。 ）

の う ち 、 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 領 収 書 等 の 写 し

に 係 る 支 出 以 外 の 支 出 に 係 る 領 収 書 等 の 写 し （ 以 下 こ の 条 及 び 第

三 十 二 条 第 一 号 に お い て 「 少 額 領 収 書 等 の 写 し 」 と い う 。 ） の 開 示

を 請 求 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 で な い

間 に 行 つ た 支 出 に 係 る 少 額 領 収 書 等 の 写 し に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。 

２ ～ 2
2  （ 略 ） 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 



 二 五 

べ き 収 入 （ 金 銭 に よ る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の

金 額 の 全 部 若 し く は 一 部 の 記 載 が な か つ た 場 合 又 は 当 該 報 告 書 に

記 載 す べ き で な い 支 出 （ 金 銭 に よ る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お

い て 同 じ 。 ） の 金 額 の 記 載 が あ つ た 場 合 に お い て 、 当 該 国 会 議 員 関

係 政 治 団 体 が 、 第 二 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 が 公 表 さ

れ て い る 間 に 、 当 該 報 告 書 に 記 載 す べ き で あ つ た 収 入 の 金 額 と 当

該 収 入 に 係 る 当 該 報 告 書 に 記 載 さ れ た 収 入 の 金 額 と の 差 額 （ 当 該

報 告 書 に 記 載 す べ き 収 入 の 金 額 の 全 部 の 記 載 が な か つ た 場 合 に あ

つ て は 、 当 該 金 額 ） 又 は 当 該 報 告 書 に 記 載 す べ き で な い 支 出 の 金

額 に 相 当 す る 金 額 の 範 囲 内 の 金 銭 を 国 庫 に 納 付 す る と き は 、 そ の

納 付 に よ る 国 庫 へ の 寄 附 に つ い て は 、 公 職 選 挙 法 第 百 九 十 九 条 の

二 か ら 第 百 九 十 九 条 の 五 ま で の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

 

 （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 か ら 寄 附 を 受 け た 政 治 団 体 に 関 す る 特 例

等 ） 

第 十 九 条 の 十 六 の 三 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 以 外 の 政 治 団 体 （ 政 党

及 び 政 治 資 金 団 体 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の う ち 、 各

年 中 に お い て 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 寄 附 の 金 額 が 千 万 円

以 上 と な つ た 政 治 団 体 は 、 そ の 年 及 び そ の 翌 年 に お い て 国 会 議 員

関 係 政 治 団 体 で あ る も の と み な し て 、 第 十 九 条 の 八 の 二 か ら 前 条

ま で の 規 定 （ こ れ ら の 規 定 に 係 る 罰 則 を 含 む 。 ） を 適 用 す る 。 こ の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 



 

 

二 六 

場 合 に お い て 、 第 十 九 の 十 二 中 「 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 二 号 に 係

る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 」 と あ る の は 「 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 」

と 、 「 第 六 条 第 一 項 又 は 第 七 条 第 一 項 」 と あ る の は 「 第 七 条 第 二 項 」

と す る 。 

 一 同 一 の 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 （ 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 三 号 に

係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 を 除 く 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ）

か ら 受 け た 寄 附 （ 金 銭 に よ る も の に 限 る 。 次 号 に お い て 同 じ 。 ）

の 金 額 （ 数 回 に わ た つ て さ れ た と き は 、 そ の 合 計 金 額 。 以 下 こ

の 号 及 び 次 号 に お い て 同 じ 。 ） （ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 公

職 の 候 補 者 （ 同 項 第 一 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 代 表 者

で あ る 公 職 の 候 補 者 又 は 同 項 第 二 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団

体 が 第 六 条 第 一 項 若 し く は 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 た

同 号 の 公 職 の 候 補 者 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） が 同 一 の 者 で

あ る 二 以 上 の 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 か ら 受 け た 寄 附 に あ つ て

は 、 そ の 金 額 の 合 計 額 ） 

 二 同 一 の 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 三 号 に 係 る 国 会 議 員 関 係 政 治 団

体 か ら 受 け た 寄 附 の 金 額 

２ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 は 、 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 以 外 の 政 治 団

体 に 対 し て 寄 附 を す る と き は 、 当 該 政 治 団 体 に 対 し 、 文 書 で 、 当

該 寄 附 が 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 か ら の 寄 附 で あ る 旨 、 当 該 寄 附 を

す る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 名 称 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 、 前

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 二 七 

項 第 一 号 の 寄 附 に あ つ て は 同 号 の 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 公

職 の 候 補 者 の 氏 名 及 び 当 該 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 に 係 る 公 職 の 候

補 者 に 係 る 公 職 の 種 類 、 同 項 第 二 号 の 寄 附 に あ つ て は そ の 寄 附 を

す る 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 が 第 十 九 条 の 七 第 一 項 第 三 号 に 係 る 国

会 議 員 関 係 政 治 団 体 で あ る 旨 並 び に 前 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る 寄 附 の 金 額 が 千 万 円 以 上 と な つ た と き は 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に

よ る 届 出 を す る 必 要 が あ る 旨 を 、 併 せ て 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 か ら 寄 附 を 受 け た 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

以 外 の 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た

と き は 、 当 該 通 知 に 係 る 文 書 を 、 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当

該 通 知 に 係 る 同 項 に 規 定 す る 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 三 年 を 経

過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 当 該 政 治 団 体 が 国 会 議 員

関 係 政 治 団 体 と な つ た 後 に お い て も 、 同 様 と す る 。 

 

 （ 政 治 団 体 の 支 部 に 係 る こ の 節 の 規 定 の 適 用 ） 

第 十 九 条 の 十 七 政 治 団 体 （ 政 党 及 び 政 治 資 金 団 体 を 除 く 。 ） が 支 部

を 有 す る 場 合 に は 、 当 該 政 治 団 体 の 本 部 及 び 支 部 は 、 そ れ ぞ れ 一

の 政 治 団 体 と み な し て 、 こ の 節 の 規 定 （ こ れ に 係 る 罰 則 を 含 む 。 ）

を 適 用 す る 。 

 

 （ 収 支 報 告 書 の 公 表 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 政 治 団 体 の 支 部 に 係 る こ の 節 の 規 定 の 適 用 ） 

第 十 九 条 の 十 七 政 治 団 体 （ 政 党 及 び 第 五 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 団

体 を 除 く 。 ） が 支 部 を 有 す る 場 合 に は 、 当 該 政 治 団 体 の 本 部 及 び 支

部 は 、 そ れ ぞ れ 一 の 政 治 団 体 と み な し て 、 こ の 節 の 規 定 （ こ れ に

係 る 罰 則 を 含 む 。 ） を 適 用 す る 。 

 

 （ 収 支 報 告 書 の 要 旨 の 公 表 ） 



 

 

二 八 

第 二 十 条 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書

を 受 理 し た と き は 、 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、

当 該 報 告 書 を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 公 表 し な け

れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る

報 告 書 に つ い て は 、 報 告 書 の 提 出 期 限 が 延 長 さ れ る 場 合 そ の 他 特

別 の 事 情 が あ る 場 合 を 除 き 、 当 該 報 告 書 が 提 出 さ れ た 年 の 十 一 月

三 十 日 ま で に 公 表 す る も の と す る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 に お い て は 、 第 十 四 条 第 一 項 （ 第 十 七 条

第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 次 条 第 一 項 及 び 第 二 項 に お

い て 同 じ 。 ） の 規 定 に よ る 書 面 、 第 十 九 条 の 十 四 の 規 定 に よ る 政 治

資 金 監 査 報 告 書 及 び 第 十 九 条 の 十 四 の 二 第 四 項 の 規 定 に よ る 確 認

書 を 、 前 項 の 報 告 書 と 併 せ て 公 表 す る も の と す る 。 

３ 前 二 項 の 規 定 に よ る 公 表 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 を 公 表

し た 日 か ら 同 日 以 後 三 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 、 継 続 し て 行 う も

の と す る 。 

（ 削 る ） 

 

 

 

 

 

第 二 十 条 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書

を 受 理 し た と き は 、 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、

総 務 省 令 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 要 旨 を 公 表 し な け れ ば な ら

な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 に

つ い て は 、 報 告 書 の 提 出 期 限 が 延 長 さ れ る 場 合 そ の 他 特 別 の 事 情

が あ る 場 合 を 除 き 、 当 該 報 告 書 が 提 出 さ れ た 年 の 十 一 月 三 十 日 ま

で に 公 表 す る も の と す る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 は 、 総 務 大 臣 に あ つ て は 官 報 に よ り 、 都

道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 に あ つ て は 都 道 府 県 の 公 報 に よ り 、 こ れ

を 行 う 。 

 

 

３ 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 の 報 告

書 の 要 旨 を 公 表 し た と き は 、 直 ち に そ の 写 し を 総 務 大 臣 に 送 付 し

な け れ ば な ら な い 。 

４ 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、 第 一 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 同 項

の 報 告 書 を 公 表 す る と き は 、 当 該 報 告 書 の 要 旨 を 公 表 す る こ と を

要 し な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適

切 な 方 法 に よ る 当 該 報 告 書 の 公 表 は 、 同 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 の

要 旨 の 公 表 と み な す 。 



 二 九 

 

 （ 収 支 報 告 書 等 の 保 存 及 び 閲 覧 等 ） 

第 二 十 条 の 二 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報

告 書 、 第 十 二 条 第 二 項 （ 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 第 三 十 二 条 第 三 号 に お い て 同 じ 。 ） 及 び 第 十 四 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 書 面 、 第 十 九 条 の 十 四 の 規 定 に よ る 政 治 資 金 監 査 報 告 書

並 び に 第 十 九 条 の 十 四 の 二 第 四 項 の 規 定 に よ る 確 認 書 は 、 こ れ ら

を 受 理 し た 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 に お い て 、 前

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 を 公 表 し た 日 か ら 三 年 を 経 過 す る 日

ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 何 人 も 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 三

年 間 、 総 務 大 臣 の 場 合 に あ つ て は 総 務 省 令 の 定 め る と こ ろ に よ り 、

都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 の 場 合 に あ つ て は 当 該 選 挙 管 理 委 員 会

の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 報 告 書 、 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ

る 書 面 、 第 十 九 条 の 十 四 の 規 定 に よ る 政 治 資 金 監 査 報 告 書 又 は 第

十 九 条 の 十 四 の 二 第 四 項 の 規 定 に よ る 確 認 書 の 閲 覧 又 は 写 し の 交

付 を 請 求 す る こ と が で き る 。 

３ （ 略 ） 

 

 （ 収 支 報 告 書 等 に 係 る 情 報 の 公 開 ） 

第 二 十 条 の 三 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ

 

 （ 収 支 報 告 書 等 の 保 存 及 び 閲 覧 等 ） 

第 二 十 条 の 二 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報

告 書 、 第 十 二 条 第 二 項 （ 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 第 三 十 二 条 第 三 号 に お い て 同 じ 。 ） 及 び 第 十 四 条 第 一 項 （ 第

十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ）

の 規 定 に よ る 書 面 並 び に 第 十 九 条 の 十 四 の 規 定 に よ る 政 治 資 金 監

査 報 告 書 は 、 こ れ ら を 受 理 し た 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 の 選 挙 管 理

委 員 会 に お い て 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 の 要 旨 を 公 表 し

た 日 か ら 三 年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 何 人 も 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 の 要 旨 が 公 表 さ れ た 日

か ら 三 年 間 、 総 務 大 臣 の 場 合 に あ つ て は 総 務 省 令 の 定 め る と こ ろ

に よ り 、 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 の 場 合 に あ つ て は 当 該 選 挙 管

理 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 報 告 書 、 第 十 四 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 書 面 又 は 政 治 資 金 監 査 報 告 書 の 閲 覧 又 は 写 し の 交 付 を

請 求 す る こ と が で き る 。 

 
３ （ 略 ） 

 

 （ 収 支 報 告 書 等 に 係 る 情 報 の 公 開 ） 

第 二 十 条 の 三 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ



 

 

三 〇 

る 報 告 書 又 は こ れ に 添 付 し 、 若 し く は 併 せ て 提 出 す べ き 書 面 （ 以

下 こ の 条 に お い て 「 収 支 報 告 書 等 」 と い う 。 ） で 第 二 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 当 該 報 告 書 が 公 表 さ れ る 前 の も の に 係 る 行 政 機 関 の 保

有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 第 三 条 の 規 定 に よ る 開 示 の 請 求 が

あ つ た 場 合 に お い て は 、 当 該 報 告 書 が 公 表 さ れ る 日 前 は 同 法 第 九

条 第 一 項 の 決 定 を 行 わ な い 。 

２ 前 項 に 規 定 す る 開 示 の 請 求 が あ つ た 場 合 に お け る 行 政 機 関 の 保

有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 法 第

十 条 第 一 項 中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら 三 十 日 以 内 」 と あ る の は

「 政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） 第 二 十 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 同 日 後 三 十 日 を 経 過

す る 日 ま で の 間 」 と 、 同 法 第 十 一 条 中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら

六 十 日 以 内 」 と あ る の は 「 政 治 資 金 規 正 法 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定

に よ り 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 同 日 後 六 十 日 を 経 過 す る 日 ま で

の 間 」 と す る 。 

３ （ 略 ） 

 

（ 公 職 の 候 補 者 の 政 治 活 動 に 関 す る 寄 附 の 禁 止 ） 

第 二 十 一 条 の 二 何 人 も 、 公 職 の 候 補 者 の 政 治 活 動 （ 選 挙 運 動 を 除

く 。 ） に 関 し て 寄 附 （ 金 銭 等 に よ る も の に 限 る も の と し 、 政 治 団 体

に 対 す る も の を 除 く 。 ） を し て は な ら な い 。 

る 報 告 書 又 は こ れ に 添 付 し 、 若 し く は 併 せ て 提 出 す べ き 書 面 （ 以

下 こ の 条 に お い て 「 収 支 報 告 書 等 」 と い う 。 ） で 第 二 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 当 該 報 告 書 の 要 旨 が 公 表 さ れ る 前 の も の に 係 る 行 政 機

関 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 第 三 条 の 規 定 に よ る 開 示 の

請 求 が あ つ た 場 合 に お い て は 、 当 該 要 旨 が 公 表 さ れ る 日 前 は 同 法

第 九 条 第 一 項 の 決 定 を 行 わ な い 。 

２ 前 項 に 規 定 す る 開 示 の 請 求 が あ つ た 場 合 に お け る 行 政 機 関 の 保

有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 法 第

十 条 第 一 項 中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら 三 十 日 以 内 」 と あ る の は

「 政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） 第 二 十 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 要 旨 が 公 表 さ れ た 日 か ら 同 日 後 三 十 日 を 経 過 す

る 日 ま で の 間 」 と 、 同 法 第 十 一 条 中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら 六

十 日 以 内 」 と あ る の は 「 政 治 資 金 規 正 法 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 要 旨 が 公 表 さ れ た 日 か ら 同 日 後 六 十 日 を 経 過 す る 日 ま で の

間 」 と す る 。 

３ （ 略 ） 

 

 （ 公 職 の 候 補 者 の 政 治 活 動 に 関 す る 寄 附 の 禁 止 ） 

第 二 十 一 条 の 二 何 人 も 、 公 職 の 候 補 者 の 政 治 活 動 （ 選 挙 運 動 を 除

く 。 ） に 関 し て 寄 附 （ 金 銭 等 に よ る も の に 限 る も の と し 、 政 治 団 体

に 対 す る も の を 除 く 。 ） を し て は な ら な い 。 



 三 一 

（ 削 る ） 

 

 （ 量 的 制 限 等 に 違 反 す る 寄 附 の 受 領 の 禁 止 ） 

第 二 十 二 条 の 二 何 人 も 、 第 二 十 一 条 第 一 項 、 第 二 十 一 条 の 二 、 第

二 十 一 条 の 三 第 一 項 及 び 第 二 項 若 し く は 第 三 項 又 は 前 条 第 一 項 若

し く は 第 二 項 の 規 定 の い ず れ か に 違 反 し て さ れ る 寄 附 を 受 け て は

な ら な い 。 

 

 （ 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 の 支 払 に 関 す る 制 限 ） 

第 二 十 二 条 の 八 （ 略 ） 

 

第 二 十 二 条 の 八 の 二 何 人 も 、 口 座 へ の 振 込 み （ 政 治 資 金 パ ー テ ィ

ー を 開 催 す る 者 の 預 金 又 は 貯 金 の 口 座 へ の 振 込 み を い う 。 次 項 及

び 第 三 項 に お い て 同 じ 。 ） に よ る こ と な く 、 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の

対 価 の 支 払 を す る こ と が で き な い 。 

２ 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー を 開 催 す る 者 は 、 口 座 へ の 振 込 み 以 外 の 方

法 に よ つ て さ れ る 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 の 支 払 を 受 け る こ と

が で き な い 。 

３ 前 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 日 に 当

該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 開 催 場 所 に お い て す る 当 該 政 治 資 金 パ ー

テ ィ ー の 対 価 の 支 払 そ の 他 口 座 へ の 振 込 み 以 外 の 方 法 に よ つ て す

２ 前 項 の 規 定 は 、 政 党 が す る 寄 附 に つ い て は 、 適 用 し な い 。 

 

 （ 量 的 制 限 等 に 違 反 す る 寄 附 の 受 領 の 禁 止 ） 

第 二 十 二 条 の 二 何 人 も 、 第 二 十 一 条 第 一 項 、 第 二 十 一 条 の 二 第 一

項 、 第 二 十 一 条 の 三 第 一 項 及 び 第 二 項 若 し く は 第 三 項 又 は 前 条 第

一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 の い ず れ か に 違 反 し て さ れ る 寄 附 を 受

け て は な ら な い 。 

 

 （ 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 の 支 払 に 関 す る 制 限 ） 

第 二 十 二 条 の 八 （ 略 ） 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

三 二 

る こ と が や む を 得 な い と 認 め ら れ る 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 の

支 払 及 び そ の 収 受 に つ い て は 、 口 座 へ の 振 込 み 以 外 の 方 法 に よ つ

て す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 口 座 へ の 振 込 み 以 外 の

方 法 に よ つ て 当 該 対 価 の 支 払 を 受 け た 者 は 、 遅 滞 な く 、 そ の 政 治

資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 に 係 る 金 銭 を 当 該 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー を 開

催 す る 者 の 預 金 又 は 貯 金 の 口 座 に 預 け 入 れ る も の と す る 。 

 

第 二 十 四 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 （ 会 社 、 政 治 団 体 そ

の 他 の 団 体 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 団 体 」 と い う 。 ） に あ つ て は 、

そ の 役 職 員 又 は 構 成 員 と し て 当 該 違 反 行 為 を し た 者 ） は 、 三 年 以

下 の 拘 禁 刑 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

 四 第 十 六 条 第 一 項 （ 第 十 九 条 の 十 一 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え

て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 違 反 し て 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、

領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明 細 書 等 、 振 込 明 細

書 、 残 高 確 認 書 又 は 差 額 説 明 書 を 保 存 し な い 者 

 五 第 十 六 条 第 一 項 （ 第 十 九 条 の 十 一 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え

て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 保 存 す べ き 会 計 帳 簿 、 明

細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明 細 書 等 、 振

込 明 細 書 、 残 高 確 認 書 又 は 差 額 説 明 書 に 虚 偽 の 記 入 を し た 者 

 六 ・ 七 （ 略 ） 

 

 

 

 

 

 

 

第 二 十 四 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 （ 会 社 、 政 治 団 体 そ

の 他 の 団 体 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 団 体 」 と い う 。 ） に あ つ て は 、

そ の 役 職 員 又 は 構 成 員 と し て 当 該 違 反 行 為 を し た 者 ） は 、 三 年 以

下 の 拘 禁 刑 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

 四 第 十 六 条 第 一 項 （ 第 十 九 条 の 十 一 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 違 反 し て 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、

領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明 細 書 等 又 は 振 込 明

細 書 を 保 存 し な い 者 

 五 第 十 六 条 第 一 項 （ 第 十 九 条 の 十 一 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 保 存 す べ き 会 計 帳 簿 、

明 細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書 等 を 徴 し 難 か つ た 支 出 の 明 細 書 等 又

は 振 込 明 細 書 に 虚 偽 の 記 入 を し た 者 

 六 ・ 七 （ 略 ） 



 三 三 

 
第 二 十 五 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 年 以 下 の 拘 禁

刑 又 は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 一 ・ 一 の 二 （ 略 ） 

 二 第 十 二 条 、 第 十 三 条 の 二 第 二 項 、 第 十 七 条 、 第 十 八 条 第 四 項

又 は 第 十 九 条 の 五 の 規 定 に 違 反 し て 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第

十 七 条 第 一 項 の 報 告 書 又 は こ れ に 併 せ て 提 出 す べ き 書 面 に 記 載

す べ き 事 項 の 記 載 を し な か つ た 者 

 三 （ 略 ） 

 

２ （ 略 ） 

 

 

 

３ 第 一 項 （ 第 二 号 又 は 第 三 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 場 合 （ 第 十 七

条 の 規 定 に 係 る 違 反 の 場 合 を 除 く 。 ） に お い て 、 第 十 九 条 の 十 四

の 二 第 二 項 の 規 定 に 違 反 し て 同 項 の 確 認 書 を 交 付 せ ず 、 又 は 同 項

の 規 定 に よ る 確 認 を し な い で 同 項 の 確 認 書 を 交 付 し た 者 （ 次 項 第

一 号 又 は 第 二 号 の 行 為 に よ り 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 確 認 を す

る こ と が で き な か つ た 者 を 除 く 。 ） は 、 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処

す る 。 

 

第 二 十 五 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 年 以 下 の 拘 禁

刑 又 は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 一 ・ 一 の 二 （ 略 ） 

 二 第 十 二 条 、 第 十 七 条 、 第 十 八 条 第 四 項 又 は 第 十 九 条 の 五 の 規

定 に 違 反 し て 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書

又 は こ れ に 併 せ て 提 出 す べ き 書 面 に 記 載 す べ き 事 項 の 記 載 を し

な か つ た 者 

 三 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書 又 は こ れ に

併 せ て 提 出 す べ き 書 面 に 虚 偽 の 記 入 を し た 者 

２ 前 項 の 場 合 （ 第 十 七 条 の 規 定 に 係 る 違 反 の 場 合 を 除 く 。 ） に お い

て 、 政 治 団 体 の 代 表 者 が 当 該 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 の 選 任 及 び 監

督 に つ い て 相 当 の 注 意 を 怠 つ た と き は 、 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処

す る 。 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 



 

 

三 四 

４ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す

る 。 

 一 第 十 九 条 の 十 四 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 説 明 を せ ず 、 又 は 虚

偽 の 説 明 を し た 者 

 二 第 十 九 条 の 十 四 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 説 明 の 義 務 が あ る 者

で 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 確 認 を 妨 げ た も の 

５ 第 十 九 条 の 十 四 の 二 第 四 項 の 規 定 に 違 反 し て 、 同 項 に 規 定 す る

確 認 書 の 添 付 を し な か つ た 者 は 、 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 

第 二 十 六 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 （ 団 体 に あ つ て は 、

そ の 役 職 員 又 は 構 成 員 と し て 当 該 違 反 行 為 を し た 者 ） は 、 一 年 以

下 の 拘 禁 刑 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 一 第 二 十 一 条 第 一 項 、 第 二 十 一 条 の 二 、 第 二 十 一 条 の 三 第 一 項

及 び 第 二 項 若 し く は 第 三 項 又 は 第 二 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 二

項 の 規 定 に 違 反 し て 寄 附 を し た 者 

 二 ・ 三 （ 略 ） 

 

第 二 十 八 条 （ 略 ） 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

第 二 十 六 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 （ 団 体 に あ つ て は 、

そ の 役 職 員 又 は 構 成 員 と し て 当 該 違 反 行 為 を し た 者 ） は 、 一 年 以

下 の 拘 禁 刑 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 一 第 二 十 一 条 第 一 項 、 第 二 十 一 条 の 二 第 一 項 、 第 二 十 一 条 の 三

第 一 項 及 び 第 二 項 若 し く は 第 三 項 又 は 第 二 十 二 条 第 一 項 若 し く

は 第 二 項 の 規 定 に 違 反 し て 寄 附 を し た 者 

 二 ・ 三 （ 略 ） 

 
第 二 十 八 条 第 二 十 三 条 か ら 第 二 十 六 条 の 五 ま で 及 び 前 条 第 二 項 の

罪 を 犯 し 罰 金 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 は 、 そ の 裁 判 が 確 定 し た 日 か ら

五 年 間 （ 刑 の 執 行 猶 予 の 言 渡 し を 受 け た 者 に つ い て は 、 そ の 裁 判

が 確 定 し た 日 か ら 刑 の 執 行 を 受 け る こ と が な く な る ま で の 間 ） 、 公



 三 五 

 
２ ～ ４ （ 略 ） 

 

 （ 政 治 資 金 の 規 正 に 関 す る 事 務 に 係 る 国 庫 の 負 担 ） 

第 三 十 二 条 次 の 各 号 に 掲 げ る 経 費 は 、 国 庫 の 負 担 と す る 。 

 一 ・ 二 （ 略 ） 

 三 第 二 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 、 書 面 （ 第 十 二 条 第

二 項 の 規 定 に よ る も の に 限 る 。 ） 、 政 治 資 金 監 査 報 告 書 及 び 確 認

書 の 保 存 に 要 す る 費 用 

 四 （ 略 ） 

 

 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う 届 出 等 の 特 例 ） 

第 三 十 二 条 の 二 第 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 若 し く は 第 二 項 、 第 六 条 の 三 、 第 七 条 第 一 項 若 し く は 第

二 項 、 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ 第 十 七 条 第 四 項 に お い て

準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 十 四 条 第 一 項 （ 第 十 七 条 第 四 項 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 十 七 条 第 一 項 、 第 十 八 条 第 五 項 、 第

十 九 条 第 二 項 、 第 三 項 若 し く は 第 四 項 、 第 十 九 条 の 十 四 、 第 十 九

条 の 十 四 の 二 第 四 項 又 は 第 二 十 九 条 の 規 定 （ 以 下 こ の 条 に お い て

「 届 出 等 関 係 規 定 」 と い う 。 ） に よ る 届 出 、 提 出 又 は 添 付 の う ち 総

務 大 臣 に 対 す る も の は 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に

職 選 挙 法 に 規 定 す る 選 挙 権 及 び 被 選 挙 権 を 有 し な い 。 

２ ～ ４ （ 略 ） 

 

 （ 政 治 資 金 の 規 正 に 関 す る 事 務 に 係 る 国 庫 の 負 担 ） 

第 三 十 二 条 次 の 各 号 に 掲 げ る 経 費 は 、 国 庫 の 負 担 と す る 。 

 一 ・ 二 （ 略 ） 

 三 第 二 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 、 書 面 （ 第 十 二 条 第

二 項 の 規 定 に よ る も の に 限 る 。 ） 及 び 政 治 資 金 監 査 報 告 書 の 保 存

に 要 す る 費 用 

 四 （ 略 ） 

 

 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う 届 出 等 の 特 例 ） 

第 三 十 二 条 の 二 第 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 若 し く は 第 二 項 、 第 六 条 の 三 、 第 七 条 第 一 項 、 第 十 二 条

第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） 、 第 十 四 条 第 一 項 （ 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 、 第 十 七 条 第 一 項 、 第 十 八 条 第 五 項 、 第 十 九 条 第 二 項 、

第 三 項 若 し く は 第 四 項 、 第 十 九 条 の 十 四 又 は 第 二 十 九 条 の 規 定 （ 以

下 こ の 条 に お い て 「 届 出 等 関 係 規 定 」 と い う 。 ） に よ る 届 出 、 提 出

又 は 添 付 の う ち 総 務 大 臣 に 対 す る も の は 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し

た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規



 

 

三 六 

関 す る 法 律 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処

理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う と き は 、 届 出 等 関 係 規 定 に か か

わ ら ず 、 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 を 経 て 行 う こ と を 要 し な い 。 

 

 （ 民 間 事 業 者 等 が 行 う 書 面 の 保 存 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利

用 に 関 す る 法 律 の 適 用 除 外 ） 

第 三 十 二 条 の 三 第 十 六 条 （ 第 十 九 条 の 十 一 の 三 の 規 定 に よ り 読 み

替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 十 九 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ

り 保 存 す べ き 書 類 に つ い て は 、 民 間 事 業 者 等 が 行 う 書 面 の 保 存 等

に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 六 年 法 律 第

百 四 十 九 号 ） 第 三 条 及 び 第 四 条 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

 

 （ 事 務 の 区 分 ） 

第 三 十 三 条 の 二 こ の 法 律 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処 理 す る こ と と

さ れ て い る 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の は 、 地 方 自 治 法 第 二 条 第

九 項 第 一 号 に 規 定 す る 第 一 号 法 定 受 託 事 務 と す る 。 

 一 第 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、

第 六 条 の 三 、 第 七 条 第 一 項 及 び 第 二 項 、 第 七 条 の 二 第 一 項 及 び

第 二 項 、 同 条 第 三 項 （ 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） 、 第 七 条 の 三 第 一 項 、 第 十 二 条 第 一 項 、 第 十 七 条 第 一 項

及 び 第 三 項 、 第 十 八 条 第 五 項 、 第 十 九 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第

定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う と き は 、 届 出

等 関 係 規 定 に か か わ ら ず 、 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 を 経 て 行 う

こ と を 要 し な い 。 

 

 （ 民 間 事 業 者 等 が 行 う 書 面 の 保 存 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利

用 に 関 す る 法 律 の 適 用 除 外 ） 

第 三 十 二 条 の 三 第 十 六 条 （ 第 十 九 条 の 十 一 第 二 項 の 規 定 に よ り 読

み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第 十 九 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に

よ り 保 存 す べ き 書 類 に つ い て は 、 民 間 事 業 者 等 が 行 う 書 面 の 保 存

等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 六 年 法 律

第 百 四 十 九 号 ） 第 三 条 及 び 第 四 条 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

 

 （ 事 務 の 区 分 ） 

第 三 十 三 条 の 二 こ の 法 律 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処 理 す る こ と と

さ れ て い る 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の は 、 地 方 自 治 法 第 二 条 第

九 項 第 一 号 に 規 定 す る 第 一 号 法 定 受 託 事 務 と す る 。 

 一 第 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、

第 六 条 の 三 、 第 七 条 第 一 項 、 第 七 条 の 二 第 一 項 及 び 第 二 項 （ 第

十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 条 の 三 第 一

項 、 第 十 二 条 第 一 項 、 第 十 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 、 第 十 八 条 第

五 項 、 第 十 九 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 十 九 条 の 二 、 第 十 九 条 の



 三 七 

十 九 条 の 二 、 第 十 九 条 の 十 六 、 第 二 十 条 、 第 二 十 条 の 二 、 第 二

十 二 条 の 六 第 五 項 （ 第 二 十 二 条 の 六 の 二 第 五 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 第 三 十 一 条 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処 理

す る こ と と さ れ て い る 事 務 

 二 第 十 八 条 第 一 項 に お い て 適 用 す る 第 六 条 第 一 項 、 第 六 条 の 三 、

第 七 条 第 一 項 及 び 第 二 項 、 第 七 条 の 二 第 一 項 及 び 第 二 項 、 同 条

第 三 項 （ 第 十 八 条 第 一 項 に お い て 適 用 す る 第 十 七 条 第 四 項 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 条 の 三 第 一 項 、 第 十 二 条 第 一

項 並 び に 第 十 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処

理 す る こ と と さ れ て い る 事 務 

 三 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

 

十 六 、 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 三 項 、 第 二 十 条 の 二 、 第 二 十 二 条

の 六 第 五 項 （ 第 二 十 二 条 の 六 の 二 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 並 び に 第 三 十 一 条 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処 理 す る こ

と と さ れ て い る 事 務 

 二 第 十 八 条 第 一 項 に お い て 適 用 す る 第 六 条 第 一 項 、 第 六 条 の 三 、

第 七 条 第 一 項 、 第 七 条 の 二 第 一 項 及 び 第 二 項 （ 第 十 八 条 第 一 項

に お い て 適 用 す る 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 、 第 七 条 の 三 第 一 項 、 第 十 二 条 第 一 項 並 び に 第 十 七 条 第 一

項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処 理 す る こ と と さ れ て い

る 事 務 

 三 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

 

  

  



 

 

三 八 

○ 政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） （ 第 二 条 関 係 ）                    （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改 正 後 改 正 前 

 （ 報 告 書 の 提 出 ） 

第 十 二 条 （ 略 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一 （ 略 ） 

 

  イ ～ へ （ 略 ） 

  ト 一 の 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 に 係 る 収 入 （ 報 告 書 に 記 載

す べ き 収 入 が あ つ た 年 の 前 年 以 前 に お け る 収 入 を 含 む 。 ） の う

ち 、 同 一 の 者 か ら の 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 の 支 払 で 、 そ

の 金 額 の 合 計 額 が 五 万 円 を 超 え る も の に つ い て は 、 そ の 年 に

お け る 対 価 の 支 払 に つ い て 、 当 該 対 価 の 支 払 を し た 者 の 氏 名 、

 （ 報 告 書 の 提 出 ） 

第 十 二 条 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 （ 報 告 書 の 記 載 に 係 る 部 分 に 限 り 、

会 計 責 任 者 の 職 務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 ） は 、 毎 年 十 二 月 三 十 一 日

現 在 で 、 当 該 政 治 団 体 に 係 る そ の 年 に お け る 収 入 、 支 出 そ の 他 の

事 項 で 次 に 掲 げ る も の （ こ れ ら の 事 項 が な い と き は 、 そ の 旨 ） を

記 載 し た 報 告 書 を 、 そ の 日 の 翌 日 か ら 三 月 以 内 （ そ の 間 に 衆 議 院

議 員 の 総 選 挙 又 は 参 議 院 議 員 の 通 常 選 挙 の 公 示 の 日 か ら 選 挙 の 期

日 ま で の 期 間 が か か る 場 合 （ 第 二 十 条 第 一 項 に お い て 「 報 告 書 の

提 出 期 限 が 延 長 さ れ る 場 合 」 と い う 。 ） に は 、 四 月 以 内 ） に 、 第 六

条 第 一 項 各 号 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 都 道 府 県 の 選 挙 管 理

委 員 会 又 は 総 務 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 一 全 て の 収 入 に つ い て 、 そ の 総 額 及 び 総 務 省 令 で 定 め る 項 目 別

の 金 額 並 び に 次 に 掲 げ る 事 項 

  イ ～ へ （ 略 ） 

  ト 一 の 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 に 係 る 収 入 （ 報 告 書 に 記 載

す べ き 収 入 が あ つ た 年 の 前 年 以 前 に お け る 収 入 を 含 む 。 ） の う

ち 、 同 一 の 者 か ら の 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 の 支 払 で 、 そ

の 金 額 の 合 計 額 が 二 十 万 円 を 超 え る も の に つ い て は 、 そ の 年

に お け る 対 価 の 支 払 に つ い て 、 当 該 対 価 の 支 払 を し た 者 の 氏
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住 所 及 び 職 業 並 び に 当 該 対 価 の 支 払 に 係 る 収 入 の 金 額 及 び 年

月 日 

  チ 一 の 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 に 係 る 収 入 （ 報 告 書 に 記 載

す べ き 収 入 が あ つ た 年 の 前 年 以 前 に お け る 収 入 を 含 む 。 ） の う

ち 、 同 一 の 者 に よ つ て 対 価 の 支 払 の あ つ せ ん を さ れ た も の で 、

そ の 金 額 の 合 計 額 が 五 万 円 を 超 え る も の に つ い て は 、 そ の 年

に お け る 対 価 の 支 払 の あ つ せ ん に つ い て 、 当 該 対 価 の 支 払 の

あ つ せ ん を し た 者 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 業 並 び に 当 該 対 価 の 支

払 の あ つ せ ん に 係 る 収 入 の 金 額 、 こ れ を 集 め た 期 間 及 び こ れ

が 当 該 政 治 団 体 に 提 供 さ れ た 年 月 日 

  リ ・ ヌ （ 略 ） 

 二 ～ 三 （ 略 ） 

２ ～ ４ （ 略 ） 

 

 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う 報 告 書 等 の 提 出 ） 

第 十 九 条 の 十 五 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 第 十 九 条

の 十 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 及 び 第 十 九 条 の 十 四 の 規 定 に よ る 政 治 資

金 監 査 報 告 書 の 提 出 並 び に 前 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 確 認 書 の 添 付

に つ い て は 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項

名 、 住 所 及 び 職 業 並 び に 当 該 対 価 の 支 払 に 係 る 収 入 の 金 額 及

び 年 月 日 

  チ 一 の 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 に 係 る 収 入 （ 報 告 書 に 記 載

す べ き 収 入 が あ つ た 年 の 前 年 以 前 に お け る 収 入 を 含 む 。 ） の う

ち 、 同 一 の 者 に よ つ て 対 価 の 支 払 の あ つ せ ん を さ れ た も の で 、

そ の 金 額 の 合 計 額 が 二 十 万 円 を 超 え る も の に つ い て は 、 そ の

年 に お け る 対 価 の 支 払 の あ つ せ ん に つ い て 、 当 該 対 価 の 支 払

の あ つ せ ん を し た 者 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 業 並 び に 当 該 対 価 の

支 払 の あ つ せ ん に 係 る 収 入 の 金 額 、 こ れ を 集 め た 期 間 及 び こ

れ が 当 該 政 治 団 体 に 提 供 さ れ た 年 月 日 

  リ ・ ヌ （ 略 ） 

 二 ～ 三 （ 略 ） 

２ ～ ４ （ 略 ） 

 

 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う 報 告 書 等 の 提 出 ） 

第 十 九 条 の 十 五 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会 計 責 任 者 は 、 第 十 九 条

の 十 に お い て 読 み 替 え て 適 用 す る 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 報 告 書 及 び 第 十 九 条 の 十 四 の 規 定 に よ る 政 治 資

金 監 査 報 告 書 の 提 出 並 び に 前 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 確 認 書 の 添 付

に つ い て は 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 法 律

（ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項
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に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う も の と す

る 。 

 

 （ 国 庫 に 対 す る 納 付 に 係 る 公 職 選 挙 法 の 特 例 ） 

第 十 九 条 の 十 六 の 二 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 国 会

議 員 関 係 政 治 団 体 の 報 告 書 （ 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 公 表 さ

れ た 日 に お け る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 記 載 す

べ き 収 入 （ 金 銭 に よ る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の

金 額 の 全 部 若 し く は 一 部 の 記 載 が な か つ た 場 合 又 は 当 該 報 告 書 に

記 載 す べ き で な い 支 出 （ 金 銭 に よ る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お

い て 同 じ 。 ） の 金 額 の 記 載 が あ つ た 場 合 に お い て 、 当 該 国 会 議 員 関

係 政 治 団 体 が 、 第 二 十 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 が 公 表 さ

れ て い る 間 に 、 当 該 報 告 書 に 記 載 す べ き で あ つ た 収 入 の 金 額 と 当

該 収 入 に 係 る 当 該 報 告 書 に 記 載 さ れ た 収 入 の 金 額 と の 差 額 （ 当 該

報 告 書 に 記 載 す べ き 収 入 の 金 額 の 全 部 の 記 載 が な か つ た 場 合 に あ

つ て は 、 当 該 金 額 ） 又 は 当 該 報 告 書 に 記 載 す べ き で な い 支 出 の 金

額 に 相 当 す る 金 額 の 範 囲 内 の 金 銭 を 国 庫 に 納 付 す る と き は 、 そ の

納 付 に よ る 国 庫 へ の 寄 附 に つ い て は 、 公 職 選 挙 法 第 百 九 十 九 条 の

二 か ら 第 百 九 十 九 条 の 五 ま で の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

 

 （ 収 支 報 告 書 の 公 表 ） 

に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う よ う 努 め

る も の と す る 。 

 

 （ 国 庫 に 対 す る 納 付 に 係 る 公 職 選 挙 法 の 特 例 ） 

第 十 九 条 の 十 六 の 二 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 さ れ た 国 会

議 員 関 係 政 治 団 体 の 報 告 書 （ 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 公 表 さ

れ た 日 に お け る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 記 載 す

べ き 収 入 （ 金 銭 に よ る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の

金 額 の 全 部 若 し く は 一 部 の 記 載 が な か つ た 場 合 又 は 当 該 報 告 書 に

記 載 す べ き で な い 支 出 （ 金 銭 に よ る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お

い て 同 じ 。 ） の 金 額 の 記 載 が あ つ た 場 合 に お い て 、 当 該 国 会 議 員 関

係 政 治 団 体 が 、 第 二 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 が 公 表 さ

れ て い る 間 に 、 当 該 報 告 書 に 記 載 す べ き で あ つ た 収 入 の 金 額 と 当

該 収 入 に 係 る 当 該 報 告 書 に 記 載 さ れ た 収 入 の 金 額 と の 差 額 （ 当 該

報 告 書 に 記 載 す べ き 収 入 の 金 額 の 全 部 の 記 載 が な か つ た 場 合 に あ

つ て は 、 当 該 金 額 ） 又 は 当 該 報 告 書 に 記 載 す べ き で な い 支 出 の 金

額 に 相 当 す る 金 額 の 範 囲 内 の 金 銭 を 国 庫 に 納 付 す る と き は 、 そ の

納 付 に よ る 国 庫 へ の 寄 附 に つ い て は 、 公 職 選 挙 法 第 百 九 十 九 条 の

二 か ら 第 百 九 十 九 条 の 五 ま で の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

 

 （ 収 支 報 告 書 の 公 表 ） 
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第 二 十 条 （ 略 ） 
２ （ 略 ） 

３ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 報 告 書 に 記 載 さ れ た 個 人 寄 附 者 等 （ 寄 附 若 し く は 寄 附

の あ つ せ ん 又 は 政 治 資 金 パ ー テ ィ ー の 対 価 の 支 払 若 し く は 対 価 の

支 払 の あ つ せ ん を し た 者 で あ つ て 、 個 人 で あ る も の を い う 。 ） の 住

所 に 係 る 部 分 を 公 表 す る と き は 、 都 道 府 県 、 郡 及 び 市 町 村 （ 特 別

区 を 含 む も の と し 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ）

第 二 百 五 十 二 条 の 十 九 第 一 項 の 指 定 都 市 に あ つ て は 、 区 又 は 総 合

区 と す る 。 ） の 名 称 に 係 る 部 分 （ 外 国 に 住 所 を 有 す る 個 人 に あ つ て

は 、 当 該 外 国 の 国 名 ） に 限 つ て 行 う も の と す る 。 

４ 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 公 表 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 報

告 書 を 公 表 し た 日 か ら 同 日 以 後 三 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 、 継 続

し て 行 う も の と す る 。 

 

 （ 会 社 等 の 寄 附 の 制 限 ） 

第 二 十 一 条 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 政 党 の 支 部 で 、 一 以

上 の 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 む 。 ） の 区 域 （ 地 方 自 治 法 第 二 百 五 十 二 条

の 十 九 第 一 項 の 指 定 都 市 に あ つ て は 、 そ の 区 又 は 総 合 区 の 区 域 ）

第 二 十 条 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 前 二 項 の 規 定 に よ る 公 表 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 書 を 公 表

し た 日 か ら 同 日 以 後 三 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 、 継 続 し て 行 う も

の と す る 。 

 

 （ 会 社 等 の 寄 附 の 制 限 ） 

第 二 十 一 条 （ 略 ） 
２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 政 党 の 支 部 で 、 一 以

上 の 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 む 。 ） の 区 域 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 五 十 二 条 の 十 九 第 一 項 の 指 定 都 市 に あ つ
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又 は 公 職 選 挙 法 第 十 二 条 に 規 定 す る 選 挙 区 の 区 域 を 単 位 と し て 設

け ら れ る 支 部 以 外 の も の は 、 政 党 及 び 政 治 資 金 団 体 以 外 の そ れ ぞ

れ 一 の 政 治 団 体 と み な す 。 

 

て は 、 そ の 区 又 は 総 合 区 の 区 域 ） 又 は 公 職 選 挙 法 第 十 二 条 に 規 定

す る 選 挙 区 の 区 域 を 単 位 と し て 設 け ら れ る 支 部 以 外 の も の は 、 政

党 及 び 政 治 資 金 団 体 以 外 の そ れ ぞ れ 一 の 政 治 団 体 と み な す 。 

 

  

 

  



 四 三 

○ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） （ 附 則 第 八 条 関 係 ） （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改 正 後 改 正 前 

別 表 第 一 第 一 号 法 定 受 託 事 務 （ 第 二 条 関 係 ） 

法  律 事        務 

（ 略 ） （ 略 ） 
  

政 治 資 金 規 正 法

（ 昭 和 二 十 三 年

法 律 第 百 九 十 四

号 ） 

一 こ の 法 律 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処 理

す る こ と と さ れ て い る 事 務 の う ち 、 次 に 掲

げ る も の 

 イ 第 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 六 条 の 三 、 第 七

条 第 一 項 及 び 第 二 項 、 第 七 条 の 二 第 一 項

及 び 第 二 項 、 同 条 第 三 項 （ 第 十 七 条 第 四

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七

条 の 三 第 一 項 、 第 十 二 条 第 一 項 、 第 十 七

条 第 一 項 及 び 第 三 項 、 第 十 八 条 第 五 項 、

第 十 九 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 十 九 条 の

二 、 第 十 九 条 の 十 六 、 第 二 十 条 、 第 二 十

条 の 二 、 第 二 十 二 条 の 六 第 五 項 （ 第 二 十

二 条 の 六 の 二 第 五 項 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 第 三 十 一 条 の 規 定

に よ り 都 道 府 県 が 処 理 す る こ と と さ れ

て い る 事 務 

別 表 第 一 第 一 号 法 定 受 託 事 務 （ 第 二 条 関 係 ） 

法  律 事        務 

（ 略 ） （ 略 ） 
  

政 治 資 金 規 正 法

（ 昭 和 二 十 三 年

法 律 第 百 九 十 四

号 ） 

一 こ の 法 律 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 処 理

す る こ と と さ れ て い る 事 務 の う ち 、 次 に 掲

げ る も の 

 イ 第 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 六 条 の 三 、 第 七

条 第 一 項 、 第 七 条 の 二 第 一 項 及 び 第 二 項

（ 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） 、 第 七 条 の 三 第 一 項 、 第 十 二

条 第 一 項 、 第 十 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 、

第 十 八 条 第 五 項 、 第 十 九 条 第 二 項 及 び 第

三 項 、 第 十 九 条 の 二 、 第 十 九 条 の 十 六 、

第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 三 項 、 第 二 十 条 の

二 、 第 二 十 二 条 の 六 第 五 項 （ 第 二 十 二 条

の 六 の 二 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 並 び に 第 三 十 一 条 の 規 定 に よ

り 都 道 府 県 が 処 理 す る こ と と さ れ て い

る 事 務 
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 ロ 第 十 八 条 第 一 項 に お い て 適 用 す る 第

六 条 第 一 項 、 第 六 条 の 三 、 第 七 条 第 一 項

及 び 第 二 項 、 第 七 条 の 二 第 一 項 及 び 第 二

項 、 同 条 第 三 項 （ 第 十 八 条 第 一 項 に お い

て 適 用 す る 第 十 七 条 第 四 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 条 の 三 第 一

項 、 第 十 二 条 第 一 項 並 び に 第 十 七 条 第 一

項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が

処 理 す る こ と と さ れ て い る 事 務 

 ハ （ 略 ） 

二 （ 略 ）   

（ 略 ） （ 略 ） 
  
  

 ロ 第 十 八 条 第 一 項 に お い て 適 用 す る 第

六 条 第 一 項 、 第 六 条 の 三 、 第 七 条 第 一 項 、

第 七 条 の 二 第 一 項 及 び 第 二 項 （ 第 十 八 条

第 一 項 に お い て 適 用 す る 第 十 七 条 第 四

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七

条 の 三 第 一 項 、 第 十 二 条 第 一 項 並 び に 第

十 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ り

都 道 府 県 が 処 理 す る こ と と さ れ て い る

事 務 

 ハ （ 略 ） 

二 （ 略 ）   

（ 略 ） （ 略 ） 
  
  

  

  



 四 五 

○ 政 党 助 成 法 （ 平 成 六 年 法 律 第 五 号 ） （ 附 則 第 九 条 関 係 ） （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改 正 後 改 正 前 

 （ 政 党 の 会 計 帳 簿 の 記 載 等 ） 

第 十 五 条 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 政 党 の 会 計 責 任 者 は 、 第 一 項 の 会 計 帳 簿 、 第 二 項 の 領 収 書 等 及

び 前 項 の 残 高 証 明 等 を 、 第 三 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り こ れ ら に

係 る 報 告 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 五 年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け

れ ば な ら な い 。 

５ （ 略 ） 

 

 （ 政 党 の 報 告 書 の 提 出 等 ） 

第 十 七 条 第 十 五 条 第 一 項 の 政 党 の 会 計 責 任 者 （ 報 告 書 の 記 載 に 係

る 部 分 に 限 り 、 会 計 責 任 者 の 職 務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 第 二 十 八

条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） は 、 十 二 月 三 十 一 日 現 在 で 、 当 該 政 党 の

そ の 年 に お け る 次 に 掲 げ る 事 項 （ こ れ ら の 事 項 が な い と き は 、 そ

の 旨 ） を 記 載 し た 報 告 書 を 、 同 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 三 月 以 内 （ そ

の 間 に 総 選 挙 又 は 通 常 選 挙 の 公 示 の 日 か ら 選 挙 の 期 日 ま で の 期 間

が か か る 場 合 （ 第 三 十 一 条 第 一 項 に お い て 「 報 告 書 の 提 出 期 限 が

延 長 さ れ る 場 合 」 と い う 。 ） に は 、 四 月 以 内 ） に 、 総 務 大 臣 に 提 出

し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 政 党 の 会 計 帳 簿 の 記 載 等 ） 

第 十 五 条 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 政 党 の 会 計 責 任 者 は 、 第 一 項 の 会 計 帳 簿 、 第 二 項 の 領 収 書 等 及

び 前 項 の 残 高 証 明 等 を 、 第 三 十 一 条 の 規 定 に よ り こ れ ら に 係 る 報

告 書 の 要 旨 が 公 表 さ れ た 日 か ら 五 年 を 経 過 す る 日 ま で 保 存 し な け

れ ば な ら な い 。 

５ （ 略 ） 

 

 （ 政 党 の 報 告 書 の 提 出 等 ） 

第 十 七 条 第 十 五 条 第 一 項 の 政 党 の 会 計 責 任 者 （ 報 告 書 の 記 載 に 係

る 部 分 に 限 り 、 会 計 責 任 者 の 職 務 を 補 佐 す る 者 を 含 む 。 第 二 十 八

条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） は 、 十 二 月 三 十 一 日 現 在 で 、 当 該 政 党 の

そ の 年 に お け る 次 に 掲 げ る 事 項 （ こ れ ら の 事 項 が な い と き は 、 そ

の 旨 ） を 記 載 し た 報 告 書 を 、 同 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 三 月 以 内 （ そ

の 間 に 総 選 挙 又 は 通 常 選 挙 の 公 示 の 日 か ら 選 挙 の 期 日 ま で の 期 間

が か か る 場 合 （ 第 三 十 一 条 に お い て 「 報 告 書 の 提 出 期 限 が 延 長 さ

れ る 場 合 」 と い う 。 ） に は 、 四 月 以 内 ） に 、 総 務 大 臣 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。 
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 一 ～ 五 （ 略 ） 
２ （ 略 ） 

 

 （ 報 告 書 等 の 公 表 ） 

第 三 十 一 条 総 務 大 臣 は 、 定 期 報 告 文 書 （ 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書

並 び に 同 条 第 二 項 の 支 部 報 告 書 及 び 総 括 文 書 （ 第 二 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 提 出 す べ き こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） を い う 。 以 下 こ の 条

及 び 第 三 十 二 条 の 二 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 解 散 等 報 告 文 書

（ 第 二 十 八 条 第 一 項 の 報 告 書 並 び に 同 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る

第 十 七 条 第 二 項 又 は 第 二 十 九 条 第 二 項 の 支 部 報 告 書 及 び 総 括 文 書

（ 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） を い

う 。 以 下 こ の 条 及 び 第 三 十 二 条 の 二 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） を 受 理

し た と き は 、 当 該 定 期 報 告 文 書 又 は 当 該 解 散 等 報 告 文 書 を 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 こ の

場 合 に お い て 、 定 期 報 告 文 書 に つ い て は 、 報 告 書 の 提 出 期 限 が 延

長 さ れ る 場 合 そ の 他 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 を 除 き 、 当 該 定 期 報 告

文 書 が 提 出 さ れ た 年 の 九 月 三 十 日 ま で に 公 表 す る も の と す る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 に お い て は 、 第 十 七 条 第 二 項 第 二 号 及 び

第 十 九 条 第 一 項 （ こ れ ら の 規 定 を 第 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 第 二 十 九 条 第 二 項 の 監 査 意 見 書 並 び に 第

十 九 条 第 二 項 （ 第 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）

 一 ～ 五 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

 

 （ 報 告 書 等 の 要 旨 の 公 表 ） 

第 三 十 一 条 総 務 大 臣 は 、 定 期 報 告 文 書 （ 第 十 七 条 第 一 項 の 報 告 書

並 び に 同 条 第 二 項 の 支 部 報 告 書 及 び 総 括 文 書 （ 第 二 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 提 出 す べ き こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） を い う 。 以 下 こ の 条

及 び 第 三 十 二 条 の 二 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 解 散 等 報 告 文 書

（ 第 二 十 八 条 第 一 項 の 報 告 書 並 び に 同 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る

第 十 七 条 第 二 項 又 は 第 二 十 九 条 第 二 項 の 支 部 報 告 書 及 び 総 括 文 書

（ 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） を い

う 。 第 三 十 二 条 の 二 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） を 受 理 し た と き は 、 総

務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 官 報 に よ り 、 そ の 要 旨 を 公 表 し な

け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 定 期 報 告 文 書 に つ い て は 、

報 告 書 の 提 出 期 限 が 延 長 さ れ る 場 合 そ の 他 特 別 の 事 情 が あ る 場 合

を 除 き 、 当 該 定 期 報 告 文 書 が 提 出 さ れ た 年 の 九 月 三 十 日 ま で に 公

表 す る も の と す る 。 
（ 新 設 ） 

 

 

 



 四 七 

の 監 査 報 告 書 を 、 前 項 の 定 期 報 告 文 書 又 は 解 散 等 報 告 文 書 と 併 せ

て 公 表 す る も の と す る 。 

３ 前 二 項 の 規 定 に よ る 公 表 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 定 期 報 告 文 書

又 は 解 散 等 報 告 文 書 を 公 表 し た 日 か ら 同 日 以 後 五 年 を 経 過 す る 日

ま で の 間 、 継 続 し て 行 う も の と す る 。 

 

 （ 報 告 書 等 の 保 存 及 び 閲 覧 等 ） 

第 三 十 二 条 （ 略 ） 

２ 総 務 大 臣 は 、 第 十 七 条 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 第 一 項 の 報 告 書 、

第 十 七 条 第 二 項 （ 第 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 又 は 第 二 十 九 条 第 二 項 の 支 部 報 告 書 、 監 査 意 見 書 及 び 総 括 文

書 （ 第 二 十 条 第 一 項 又 は 第 三 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き

こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） 、 第 十 九 条 第 一 項 （ 第 二 十 八 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 監 査 意 見 書 並 び に 第 十 九 条 第 二 項

（ 第 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 監 査 報 告 書

を 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し た 日 か ら 五 年 を 経 過 す る 日

ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、 第 十 八 条 第 三 項 （ 第 二 十 九 条 第

三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 支 部 報 告 書 及 び 支 部 総 括 文

書 （ 第 二 十 条 第 二 項 又 は 第 三 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き

こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） 並 び に 第 十 九 条 第 五 項 及 び 第 二 十 九 条 第 四

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 （ 報 告 書 等 の 保 存 及 び 閲 覧 ） 

第 三 十 二 条 （ 略 ） 

２ 総 務 大 臣 は 、 第 十 七 条 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 第 一 項 の 報 告 書 、

第 十 七 条 第 二 項 （ 第 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 又 は 第 二 十 九 条 第 二 項 の 支 部 報 告 書 、 監 査 意 見 書 及 び 総 括 文

書 （ 第 二 十 条 第 一 項 又 は 第 三 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き

こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） 、 第 十 九 条 第 一 項 （ 第 二 十 八 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 監 査 意 見 書 並 び に 第 十 九 条 第 二 項

（ 第 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 監 査 報 告 書

を 、 前 条 の 規 定 に よ る 要 旨 の 公 表 を し た 日 か ら 五 年 を 経 過 す る 日

ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 
３ 都 道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 は 、 第 十 八 条 第 三 項 （ 第 二 十 九 条 第

三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 支 部 報 告 書 及 び 支 部 総 括 文

書 （ 第 二 十 条 第 二 項 又 は 第 三 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き

こ れ ら の 文 書 を 含 む 。 ） 並 び に 第 十 九 条 第 五 項 及 び 第 二 十 九 条 第 四
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項 に お い て 準 用 す る 第 十 九 条 第 一 項 の 監 査 意 見 書 （ 第 五 項 、 次 条

第 三 項 及 び 第 三 十 八 条 に お い て 「 都 道 府 県 提 出 文 書 」 と い う 。 ） を 、

総 務 大 臣 が 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し た 日 か ら 五 年 を 経 過

す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

４ 何 人 も 、 第 一 項 に 規 定 す る 告 示 を し た 日 又 は 第 二 項 に 規 定 す る

公 表 を し た 日 か ら 五 年 間 、 総 務 大 臣 に 対 し 、 総 務 省 令 で 定 め る と

こ ろ に よ り 、 第 一 項 に 規 定 す る 届 出 書 若 し く は こ れ に 併 せ て 提 出

す べ き 文 書 の 閲 覧 又 は 第 二 項 に 規 定 す る 報 告 書 、 支 部 報 告 書 、 総

括 文 書 、 監 査 意 見 書 若 し く は 監 査 報 告 書 の 閲 覧 若 し く は 写 し の 交

付 を 請 求 す る こ と が で き る 。 

５ 何 人 も 、 第 二 項 に 規 定 す る 公 表 を し た 日 か ら 五 年 間 、 都 道 府 県

の 選 挙 管 理 委 員 会 に 対 し 、 当 該 選 挙 管 理 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に

よ り 、 当 該 公 表 に 係 る 都 道 府 県 提 出 文 書 の 閲 覧 又 は 写 し の 交 付 を

請 求 す る こ と が で き る 。 

６ 第 四 項 の 規 定 に よ り 、 総 務 大 臣 に 対 し て 写 し の 交 付 を 請 求 し よ

う と す る 者 は 、 実 費 の 範 囲 内 に お い て 政 令 で 定 め る 額 の 手 数 料 を

納 付 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 （ 報 告 書 等 に 係 る 情 報 の 公 開 ） 

第 三 十 二 条 の 二 定 期 報 告 文 書 若 し く は 解 散 等 報 告 文 書 又 は こ れ ら

に 併 せ て 提 出 す べ き 書 面 若 し く は 文 書 で 第 三 十 一 条 第 一 項 の 規 定

項 に お い て 準 用 す る 第 十 九 条 第 一 項 の 監 査 意 見 書 （ 第 五 項 、 次 条

第 三 項 及 び 第 三 十 八 条 に お い て 「 都 道 府 県 提 出 文 書 」 と い う 。 ） を 、

総 務 大 臣 が 前 条 の 規 定 に よ る 要 旨 の 公 表 を し た 日 か ら 五 年 を 経 過

す る 日 ま で 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

４ 何 人 も 、 第 一 項 に 規 定 す る 告 示 を し た 日 又 は 第 二 項 に 規 定 す る

要 旨 の 公 表 を し た 日 か ら 五 年 間 、 総 務 大 臣 に 対 し 、 総 務 省 令 で 定

め る と こ ろ に よ り 、 第 一 項 に 規 定 す る 届 出 書 若 し く は こ れ に 併 せ

て 提 出 す べ き 文 書 又 は 第 二 項 に 規 定 す る 報 告 書 、 支 部 報 告 書 、 総

括 文 書 、 監 査 意 見 書 若 し く は 監 査 報 告 書 の 閲 覧 を 請 求 す る こ と が

で き る 。 

５ 何 人 も 、 第 二 項 に 規 定 す る 要 旨 の 公 表 を し た 日 か ら 五 年 間 、 都

道 府 県 の 選 挙 管 理 委 員 会 に 対 し 、 当 該 選 挙 管 理 委 員 会 の 定 め る と

こ ろ に よ り 、 当 該 要 旨 の 公 表 に 係 る 都 道 府 県 提 出 文 書 の 閲 覧 を 請

求 す る こ と が で き る 。 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 （ 報 告 書 等 に 係 る 情 報 の 公 開 ） 

第 三 十 二 条 の 二 定 期 報 告 文 書 若 し く は 解 散 等 報 告 文 書 又 は こ れ ら

に 併 せ て 提 出 す べ き 書 面 若 し く は 文 書 で 第 三 十 一 条 の 規 定 に よ り



 四 九 

に よ り 当 該 定 期 報 告 文 書 又 は 解 散 等 報 告 文 書 が 公 表 さ れ る 前 の も

の に 係 る 行 政 機 関 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 一

年 法 律 第 四 十 二 号 ） 第 三 条 の 規 定 に よ る 開 示 の 請 求 が あ っ た 場 合

に お い て は 、 当 該 定 期 報 告 文 書 又 は 解 散 等 報 告 文 書 が 公 表 さ れ る

日 前 は 同 法 第 九 条 第 一 項 の 決 定 を 行 わ な い 。 

２ 前 項 に 規 定 す る 開 示 の 請 求 が あ っ た 場 合 に お け る 行 政 機 関 の 保

有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 法 第

十 条 第 一 項 中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら 三 十 日 以 内 」 と あ る の は

「 政 党 助 成 法 （ 平 成 六 年 法 律 第 五 号 ） 第 三 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 同 項 に 規 定 す る 定 期 報 告 文 書 又 は 解 散 等 報 告 文 書 が 公 表 さ れ

た 日 か ら 同 日 後 三 十 日 を 経 過 す る 日 ま で の 間 」 と 、 同 法 第 十 一 条

中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら 六 十 日 以 内 」 と あ る の は 「 政 党 助 成

法 第 三 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 定 期 報 告 文 書 又

は 解 散 等 報 告 文 書 が 公 表 さ れ た 日 か ら 同 日 後 六 十 日 を 経 過 す る 日

ま で の 間 」 と す る 。 

３ （ 略 ） 

 
当 該 定 期 報 告 文 書 又 は 解 散 等 報 告 文 書 の 要 旨 が 公 表 さ れ る 前 の も

の に 係 る 行 政 機 関 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 一

年 法 律 第 四 十 二 号 ） 第 三 条 の 規 定 に よ る 開 示 の 請 求 が あ っ た 場 合

に お い て は 、 当 該 要 旨 が 公 表 さ れ る 日 前 は 同 法 第 九 条 第 一 項 の 決

定 を 行 わ な い 。 

２ 前 項 に 規 定 す る 開 示 の 請 求 が あ っ た 場 合 に お け る 行 政 機 関 の 保

有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 法 第

十 条 第 一 項 中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら 三 十 日 以 内 」 と あ る の は

「 政 党 助 成 法 （ 平 成 六 年 法 律 第 五 号 ） 第 三 十 一 条 の 規 定 に よ り 要

旨 が 公 表 さ れ た 日 か ら 同 日 後 三 十 日 を 経 過 す る 日 ま で の 間 」 と 、

同 法 第 十 一 条 中 「 開 示 請 求 が あ っ た 日 か ら 六 十 日 以 内 」 と あ る の

は 「 政 党 助 成 法 第 三 十 一 条 の 規 定 に よ り 要 旨 が 公 表 さ れ た 日 か ら

同 日 後 六 十 日 を 経 過 す る 日 ま で の 間 」 と す る 。 

 

 

３ （ 略 ） 

    



政治資金規正法の一部を改正する法律の公布について 

 主な改正内容 県委員会業務への影響等 

第

１ 

国会議員関係政治団体の代表者の責任の強化等 

・国会議員関係政治団体の代表者による確認書の作成・収支報告書への

添付 

 

・確認書の内容確認 

第

２ 

政治資金監査の強化 

・国会議員関係政治団体における政治資金の預貯金による保管の義務付

け 

・国会議員関係政治団体における収支報告書繰越残高と預貯金口座残高

確認書の記載残高の確認を義務付け 

 

第

３ 

政治資金の透明性の向上のためのデジタル化の推進 

・国会議員関係政治団体の収支報告書、政治資金監査報告書、確認書の

オンライン提出義務付け 

 

・現在 1/31がｵﾝﾗｲﾝ提出 

第

４ 

政治資金パーティーの対価支払者の氏名等の公開基準額の引下げ 

・収支報告書におけるパーティーの対価支払い者公開基準額の 20万円超

から５万円超への引下げ 

 

第

５ 

政治資金パーティーの対価の支払方法の制限 

・政治資金パーティーの対価の支払い及び受取を口座振込に限定 

 

第

６ 

いわゆる政策活動費の使途公開 

・政党に所属している国会議員に係る公職の候補者が当該政党からの支

出を政治活動に関連した支出した場合、当該支出の項目別金額及び年

月を当該政党の会計責任者に通知、政党はその内容を収支報告書へ記

載することを義務付け 

 

第

７ 

政党から公職の候補者個人に対してされる寄附の禁止 

・政党がする公職の候補者個人への政治活動（選挙運動を除く。）に関す

る金銭等による寄附を禁止 

 

第

８ 

国会議員関係政治団体から寄附を受けたその他政治団体の透明性確保 

・国会議員関係政治団体以外の政治団体のうち、各年中において国会議

員関係政治団体からの寄附金額が 1,000 万円以上になった場合に国会

議員関係政治団体であるものとみなし、国会議員関係政治団体の特例

に係る規定を適用 

・国会議員関係政治団体以外の政治団体において各年中において国会議

員関係政治団体からの寄附金額が 1,000 万円以上になった場合に当該

寄附に係る候補者の氏名及びその者に係る公職の種類等を県選管への

届出を義務化 

 

 

 

 

 

・届出内容の公表 

第

９ 

個人寄附者等の個人情報の保護 

・収支報告書に記載された個人寄附者等（寄附をした者又は政治資金パ

ーティーの対価の支払をした者であって、個人であるもの）の住所に

係る部分の公表は都道府県、郡及び市町村の名称に係る部分に限定 

 

第

10 

政党助成法における規定の整備 

・政党本部・支部に係る使途等報告書等について、現在閲覧のみのとこ

ろ、写しの交付請求が可能 

・都道府県選挙管理委員会は条例で定めるところにより、手数料の徴収

が可能 

 

 

 

・手数料条例の改正 

第

11 

施行期日等 

・政治資金に関する独立性が確保された機関の設置や在り方 

・自らが代表を務める政党選挙区支部に対する寄附への税制優遇措置の

在り方  

等の検討 

 



東京都内の選挙における諸問題について 

 

事案 関係法令 備考 

候補者が他の候補者の演

説を大音量で遮る 

・選挙に関し、次に掲げる行為をした者は４年以下の懲役若しくは禁錮又は 100 万円以下の罰金に処

する。（公選法 225 条） 

① 選挙人、公職の候補者等に対し暴行若しくは威力を加え、これをかどわかしたとき。 

② 交通若しくは集会の弁を妨げ、演説を妨害し、又は文書図画を毀損し、その他偽計詐術等不正の方法を

もって選挙の自由を妨害したとき。 

③ 選挙人、公職の候補者等に対する特殊の利害関係を利用して威迫したとき。 

・選挙の自由妨害罪

に関する容疑で逮捕 

ポスター掲示場の区画が

足りず、全ての候補者が、

ポスター掲示場にポスタ

ーを貼ることができない 

・市町村委員会はポスターの掲示場を設けなければならない。（公選法 144 の２） 

・市町村委員会は、県委員会の指示する数により掲示場のポスターを掲示するところを区画しなけれ

ばならない。（栃木県選挙等執行規程９の７） 

 

・掲示場の区画外と

なる候補者にクリア

ファイルを配布し対

応 

ポスター掲示場の区画を

事実上販売  

・禁止する規程なし。  

選挙とは無関係なポスタ

ーの掲示 

・他の候補者の選挙運動のために使用すること、刑法や破壊活動防止法に触れる、又は利害誘導罪等

の規定に触れる場合を除き、記載内容に制限はない。 

・選管が選挙運動用ポスターに記載された候補者の政見その他の主張に関係する文言については、そ

の当否を審査し、その取消し又は修正を命じる権限を有しない。（昭和 51 年 9 月 30 日最高裁判決） 

・迷惑防止条例や風

俗営業法に違反して

いる疑いがあるポス

ターについては、撤

去するよう警告を実

施 

長時間に及ぶ政見放送 ・放送回数は、候補者１人についてテレビ放送及びラジオ放送を通じて８回（政見放送及び経歴放送

実施規程第２⑤） 

・候補者１人について１回につき５分 30 秒以内（政見放送及び経歴放送実施規程３） 

 

選挙と無関係な内容の政

見放送 

・放送事業者は、その政見を録音又は録画し、これをそのまま放送しなければならない。（公選法 150） 

・候補者等は、いやしくも政見放送としての品位を損なう言動をしてはならない。（公選法 150 の２） 
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